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序

青森県教育委員会で は、平素 より記録保存のた

めの発掘調査並びにその報告書刊行 など、埋蔵文

化財 の保護 についての措置を講 じてお ります。

このたび、浪岡バ イパス建設事業 に伴い、建設

省東北地方建設局青森工事事務所か ら委託 を受 け

て、平成 ５年度に当教育委員会が発掘調査 を実施

した、南津軽郡浪岡町 に所在す る野尻（２）遺跡の発

掘成果が まとまり、 ここに報告書 を刊行すること

にな りました。

調査 の結果では、平安時代 などの数多 くの遺構

や遺物が出土 し、浪岡町及び周辺地域な どの本県

の古代史 を知 る成果が明 らかにな りました。

この調査成果が広 く文化財 の保護 と研究に活用

され、 また地域社会の歴史学習や地域住民の文化

財保護 の意識 の高揚につながることを期待 したい

と存 じます。

最後 に、平素 よ り埋蔵文化財の保護 に対 し御理

解 を賜 っている建設省東北地方建設局青森工事事

務所並びに浪岡町教育委員会 と、発掘調査の実施

と報告書の作成 にあた り御指導、御協力を賜 った

関係各位 に対 しまして、厚 く御礼申し上げます。

平成 ７年 ３月

青森県教育委員会

教育長 佐々木 透



例言

１ 本報告書 は、平成 ５年度 に実施 した浪岡町に所在する野尻（２）遺跡の発掘調査報告書であ

る。

２ 本遺跡の青森県遺跡登録番号 は２９－０６１番である。

３ 本報告書の執筆者名 は、依頼原稿 については文頭 に、その他は文末 に付した。

４ 試料の同定 ・分析等は、次の方々に依頼 した （順不同、敬称略）。

火山灰及び須恵器の蛍光Ｘ線分析 奈良教育大学教授 三辻 利一

放射性炭素 による年代測定 学習院大学教授 木越 邦彦

鉄器の金属学的解析 岩手県立博物館主任専門学芸調査員 赤沼 英男

石器の石質鑑定 八戸市文化財審議委員 松山 力

遺跡の歴史的環境 青森県立柏木農業高等学校教諭 赤平 智尚

５ 本書に掲載 した地形図 （遺跡位置図） は、建設省国土地理院発行の ５万分の １地形図 「青

森西部」を複写 したものである。

６ 挿図の縮尺 は、各図 ごとにスケールを付 してある。なお、写真の縮尺は統一 していない。

７ 竪穴住居跡の主軸方向は、カマ ドの主軸方向によっている。カマ ドの主軸方向 は煙出 し孔

の中心 と焚口の中央 を結んだ線 と磁北 とのずれを計測 した。 また、竪穴住居跡の面積 は、住

居構築時における床面の面積― すなわち、壁の下端で囲まれた範囲 （掘 り方面積） を計測 し

た。計測にあたっては、プラニメーターを使用 し、 ３回の計測による平均値 を採用 した。

８ 遺構 ・遺物の文 ・図中での表現は、原則 として次の様式 ・基準によった。

（１） 遺構内堆積土の注記には、「新版標準土色帖」（小山、竹原 ；１９９３）を用いた。

（２） 白頭山苫小牧火山灰の略称 は Ｂ－Ｔｍ で表 した。

（３） 遺物 には観察表 ・計測値 を付 し、出土地点、法量及び諸特徴 を一覧できるようにし

た。なお、計測値の （ ）は推定値を示す。



（４） 出 土 遺 物 の 量 は、 収 納 箱 の デ ス ク トレー （縦 ３１．５ｃｍ、 横 ２４．５ｃｍ、 深 さ５．５ｃｍ）で 表 し

た と こ ろ も あ る。

（５） 図 中 で使 用 した ス ク リー ン ・ トー ン の表 示 は下 の 通 りで あ る。

９ 引用 ・参考文献については本文末に収めた。文中に引用した文献 については、著者名 ・編

集機関 と西暦年で示 した。

１０ 発掘調査 における出土遺物 ・実測図 ・写真等 は、現在、青森県埋蔵文化財調査センターで

保管している。

１１ 発掘調査及び本報告書作成にあたって、下記 の諸氏か ら御協力 ・御助言を得た （敬称略、

順不同）。

新谷雄蔵、永澤秀夫、小山内誠、半沢 紀、寒川 旭、花岡正光、塩原鉄郎、

遠藤正夫、小笠原善範、桐生正一、工藤竹久、久保 泰、桜田 隆、酒井宗孝、

鈴鹿良一、瀬川 滋、田中寿明、長尾正義、藤田亮一、古屋敷則雄、光井文行
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第 Ｉ章 調査 に至 る経過 と調査要項

第 １節 調査 に至 る経過

野尻 （２）遺跡 （以下、本遺跡 と言 う）は、南津軽郡浪岡町に所在する遺跡 として、青森県教育

委員会が平成 ４年 ５月 ８日に青教文第１６２号により台帳登録 した遺跡 （２９－０６１）である。当時の調

査による と、本遺跡は平安時代、中世、近世の遺跡 とされている。

建設省関係の浪岡バイパス建設 に伴 う発掘調査 は、浪岡町山本遺跡 を皮切 りに昭和５９年度か

ら始まったが、 このバイパス沿いには幾つかの遺跡が所在することが知 られていた。その中で

本遺跡の発掘調査 は、平成 ４年度 に関係機関 との協議の結果、工事の進捗状況か ら建設省青森

工事事務所の要請 を受けて平成 ５年度に実施することになった ものである。併せて、本遺跡の

発掘面積の関係から当年度 にこの遺跡の発掘調査が終了 し次第、同じ建設省関係 の常磐バイパ

ス建設に伴 う水木館遺跡の発掘調査 を本遺跡の発掘チームが引 き続いて行 う予定 になった。

平成 ５年度に入 って、 ４月１２日に新たに配属の決 まった当センター職員を現地 に案内して下

見 を行い、その上で１４日に青森工事事務所、教育庁文化課、当センターの各担当職員間の現地

での打合せを行った。

なお、 ４月２０日に浪岡町中央公民館において雇用説明会 を開催 した。

（鈴木克彦）

第 ２節 調査要項

１ 調査目的 浪岡バイパス建設事業の実施に先立ち、当該地区に所在する野尻

（２）遺跡の発掘調査 を行い、その記録保存を図 り、地域社会の文化

財の活用に資する。

２ 発掘調査期間 平成 ５年 ５月１０日から同年 ９月３０日まで

３ 遺跡名及び所在地 野尻 （２）遺跡、南津軽郡浪岡町大字高屋敷字野尻１６－ １、外

４ 調査面積 ７，２００平方メー トル

－ １ －



５ 調査委託者 建設省東北地方建設局青森工事事務所

６ 調査受託者 青森県教育委員会

７ 調査担当機関 青森県埋蔵文化財調査センター

８ 調査協力機関 浪岡町教育委員会、中南教育事務所

９ 調査参加者

調査指導員 村越 潔 弘前大学教授 （考古学）

調査協力員 蝦名 俊吉 浪岡町教育委員会教育長

調 査 員 高島 成侑 八戸工業大学教授 （建築史）

新谷 武 青森県立浪岡高等学校長 （考古学）

奈良岡洋一 青森県立藤崎園芸高等学校実習教諭 （考古学）

赤平 智尚 青森県立柏木農業高等学校教諭 （考古学）

調査担当者 青森県埋蔵文化財調査センター

調査第三課長 鈴木 克彦（現総括主幹）

総 括 主 査 畠山 昇

主 査 伊藤 昭雄

調査 補助 員 熊谷 和明、小川 次郎、成田 雅子、佐々木千文

（伊藤昭雄）

－ ２ －



第Ⅱ章 調査の方法 と経過

第 １節 調 査 の 方 法

１ 調 査 区の設 定

建設省が設置 した道路中心杭Ｎｏ．３０９とＮｏ．３１１を結ぶ直線 と、Ｎｏ．３１０上で直交する線を基準 として、

４ｍ ×４ｍのグリッドを設定した。調査区域が南北 に長いため、グ リッドは東か ら西ヘアルファ

ベ ットを、北から南へ算用数字 を付 し、この組合せによって、Ｈ－１７、Ｋ－３０というように名づ

けた。各 グリッドはその北東隅のグ リッド杭の記号 により表示することとした。標高原点 は、

浪岡警察署高屋敷駐在所向いの道路際に国土地理院によって設置された水準点 （標高３８．２ｍ）

か らレベル移動を行い、調査区域内に数箇所設置 した。

南北軸線 は磁北か ら２．３度西へ偏っている。

２ 発掘 調 査 の 方法

土層観察用 として１１ライン南側 を幅４０ｃｍほどベル ト状に残 し、土層 にはローマ数字 （I～Ⅳ）

を付 して呼称 した。

遺構 は、各種類 ごとに確認順に番号を付 した。遺構の調査は堆積土の状態 を観察するために

原則的には四分法を用い、規模の大小や遺構 の性格 によって、二分法、その他を用いた。遺構

内の堆積土層には算用数字を付 して呼称 した。

遺構の実測 は、基本的には遣 り方 と平板測量で行ったが、第 １号住居跡、第 ３号住居跡、第

４号住居跡、第 ６号住居跡、第 ７号住居跡、第 ９号～第１１号住居跡及び第２４号土坑、第２８号～第

３０号土坑については、ロープウェイと小型測定 カメラを使 う空中写真撮影 による測量 も行った。

実測 における縮尺 は、基本的には２０分の １とし、遺物の出土状態や規模の大小によっては１０分

の１及びその他 とした。

遺物 は、遺構及び層位 ごとに取上げることを原則 とした。遺物の出土地点を記録 し、層位 ・

標高 を図に記入 した。遺構外出土遺物 はグリッドごとに取上げた。

記録保存のために、適宜写真撮影を行 った。遺構については、土層断面 ・遺物の出土状況 ・

完掘等を撮った。その他必要に応 じて基本層序 ・調査状況等について も撮った。写真 は、モノ

クローム、カラー リバーサルフィルムを使 い、貴重な遺構 ・遺物等についてはカラープリン ト

も使用した。

（伊藤昭雄）

－ ３－



－ 4 －



第 ２節 調 査 の 経 過

平成 ５年 ５月１０日、調査器材等 を現地に搬入 し、プレハブ小屋内清掃、器材収納等いわゆる

環境整備 を行い、一部粗掘 りを開始 した。翌 日からグ リッド設定のための杭打ちを始めた。粗

掘 り作業 は北側から行い、順次南側へ拡張 していった。

翌１１日より、縄文時代後期の土器片及び石器片、平安時代の土師器 ・須恵器片が出土 し始め

た。翌々日には、平安時代の竪穴住居跡を ３軒確認 した。 ５月１８日には、平安時代 の竪穴住居

跡をさらに １軒、縄文時代のそれを １軒、大溝 ２条、溝 ２条 を確認 した。

遺跡内の層序を知 るために、Ｆ－ ７グリッド西壁、Ｏ－２４グリッド西壁、Ｏ－３９グ リッド東壁、

Ｅ－２６グリッド東壁の ４箇所 について、５月 ４日から２５日まで各グ リッド内の一部 を深 く掘った

後、土層を詳細に観察そして記録 した。

５月２０日、標高原点を知 るために、近 くの水準点 （標高３８．２ｍ）か らレベル移動 を行い、調

査区域内に数箇所設置した。

５月２１日より併行 して中央部の Ｌ－２７グリッド周辺の粗掘 りにも取 り掛った。す ぐに平安時代

の竪穴住居跡 を １軒確認 し、２４日か ら精査を行った。２８日には北端沿いに縄文時代後期十腰内

I式 の土器片が多量に出土 した。３１日には土坑 を始めて １基確認 した。

６月 ３日には焼土遺構 を４基確認 した。粗掘 り作業を早 く進めるために、 ６月 ７日より重機

を入れ、１５日には盛 り上 げた土 を外部に搬出 した。粗掘 りが進んでも思ったほど遺構 は検出さ

れず、 ７月の粗掘 り・精査 も順調 に進んだ。

７月２９日、粗掘 りはほぼ終了 した。 ８月に入ると好天が続 き、 しかも遺構 ・遺物数が少 ない

ため精査 は急速に進んだ。 ８月 ４日よりロープウェイ と小型測定カメラを使 う空中写真撮影 を

行った。 ８月中に精査終了のめどが立ち、協議を重ねた結果、当初終了の予定 日は変えないも

のの、 ９月いっぱいは、本遺跡の北側及び南側 の試掘調査を実施することになった。

好天の ８月２５日、本遺跡周辺の地質調査を行 った。大規模 な露頭 は本遺跡西北西５００ｍのとこ

ろに見 られた。 これ以外では、切 り割 り等による小規模 なものが数箇所のみである。

９月３０日、出土遺物の取 り上げを終 え、猫車等の調査器材を一部水洗いし、整理 した。調査

器材 ・出土遺物を トラックで搬出 し、現地調査 を終了 した。

現地説明会 については特別な場を設 けては行わなかったが、１０月３０日１３時より浪岡町 「中世

の館」において、山元 （２）遺跡、羽黒平 （１）・松山遺跡、そして、野尻 （２）遺跡終了後調査に

入った水木館遺跡の ４遺跡 と合同で、調査概要をスライ ドを使って説明 し、併せて出土遺物を

展示 した。周辺地域住民の方が多数訪れ、熱心な質問を受 けた。 （伊藤昭雄）
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第Ⅲ章 遺跡の環境

第 １節 地 学 的 環 境

１ 遺跡 周 辺 の地 形

本遺跡 は標高３８～４４ｍ （主体 は４１～４４ｍ）の緩傾斜面（主体 の勾配 は５０‰内外）上 にあり、５０ｍ

ほど東には比高差約 ５ｍをもって、大釈迦川がほぼ南へ流れている。川 というよりはコンクリー

トの側壁によって造 られた ５ｍ幅の水路 といった方がよい。

本遺跡 はもともとはりんご園であ り、 この辺一帯 は、大釈迦川以西にはりんご園、以東には

水田が拡がっている。この土地利用については、大釈迦川以東の東西勾配が以西のそれよりも

さらに小さ くなることによる。

ほぼ北には、標高４６８ｍの梵珠山を見ることがで きる。本遺跡のす ぐ南にある町道 を西北西へ

１ｋｍほど進むと津軽山地の尾根 に達 し、ここからは標高１６２５ｍの岩木山とその手前 に拡がる津

軽平野南部を見下ろすことができる。なお、 この尾根からす ぐ西 には広大な りんご園が延々 と

続 く。向 きを変 えて東南東～南東 に目をやると、八 甲田山の峰々 を見 ることがで きる。

水野 ・堀田（１９８３）によれば、本遺跡は前田野 目台地に属する。 この台地 は津軽平野 と大釈迦

丘陵の間に分布する海成段丘を中心 とした砂礫台地で、標高によって ３段に細分される。本遺

跡はその中の中位面に属する。

２ 地質 及 び遺 跡 内 の層 序

岩井 ・大久保 ・沢田（１９８３）によれば、本遺跡の基盤層は第四系洪積統の前田野 目層で、その

層相は凝灰質砂を主とし、粘土、シル トを伴 う。砂 は塊状の部分 もあるが多 くは薄成層 し、ま

た、軽石粒や礫を多 く含んで斜交層理 を示すことが多い。 しばしば泥炭の薄層を挾在す る。

前田野 目層は本遺跡周辺では国道１０１号線 よりほぼ南に舌状に拡がっており、表層におけるそ

の限界は、津軽 山地南端 と津軽平野の境界に一致 している。ただし、西側ではその境界部に段

丘 ・扇状地堆積物が幅狭 く張 り出 している。なお、 この前田野 目層は津軽断層を境 に東側では

岡町層と呼ばれる。

地質構造上、本遺跡 より北にい くほど地層は古 くなる。 というの も、津軽山地南部の馬ノ神

山（標高５４９ｍ）を中心 とす るドーム構造に影響 され るからである。ただし、この馬ノ神山 ドーム

は先の津軽断層 より東側 にはみられない。本遺跡周辺における前田野目層 ・岡町層以外の詳細

は下の通 りである。 これらの分布 は第 ３図に示 した。
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沖積低地堆積物 （泥 ・砂）

十川 ・浪岡川 等 によって供給された泥や砂で、いわゆる沖積統である。

沖積低地堆積物 （砂 ・礫）

同 じく沖積統であるが、大釈迦丘陵 ・前田野目台地及び浪岡台地が津軽平野 と接する付

近で、前田野 目川 ・大釈迦川等によって供給 された砂礫 中心の堆積物である。

段丘 ・扇状地堆積物

津軽平野の東縁部にみられる砂礫 中心の堆積物で、洪積統である。

前田野 目層 ・岡町層

鶴ケ坂層

新第三紀鮮新世に属するとされ、主 として浮石質凝灰岩から成 る。全体的に塊状無層理

である。

大釈迦層

同じく新第三紀鮮新世 に属するとされ、主 として中～粗粒の凝灰質砂岩から成る。一般

に下部はシル ト岩優勢、上部 は砂岩優勢で、 しばしば斜交成層が認められる。本層には浅

海性 の海棲動物化石が豊富に含 まれてお り、大釈迦動物化石群 として知 られる。

大滝沢層

新第三紀中新世に属するとされ、主 として石英安山岩質の浮石質凝灰岩か ら成 る。

不動滝層

新第三紀中新世に属するとされ、主 として珪藻土質 シル ト岩から成る。全体的に塊状無

層理で、貧化石帯 となっている。

源八森層

同じく新第三紀中新世に属す るとされ、主 として黒灰色シル ト岩の硬軟互層及び塊状黒

色シル ト岩か ら成 る。

熔結凝灰岩（新期火山噴出物）

新期火山噴出物 の最下位 に位置する。一般に田代平熔結凝灰岩 と呼ばれ、石英安山岩質

で、八甲田火山の北麓に広 く分布する。

前田野 目層・岡町層、鶴 ヶ坂層及び大釈迦層 は、国道１０１号線及び ７号線沿いによく観察する

ことができる。前田野目層 ・岡町層は、鶴 ヶ坂層の上にほぼ水平な層理 を有 して接し、層厚は

国道沿いでは数メー トル程度で、この上にローム層を載せていることが多い。 また、大釈迦層

は津軽断層以西の前田野 目部落付近で は、みかけ上西側 に３０度前後傾斜 してお り、この上に鶴 ヶ

坂層が載るという、いわゆる傾斜不整合 を呈する。しか し、津軽断層以東の新大釈迦 トンネル
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直上付近では、大釈迦層の傾斜 はどこでも緩いもの となっている。 これは、津軽断層を境にそ

の東西で地殻変動がかなり異なっていたことを意味する。

　本遺跡西北西５００ｍのところに見 られる比較的大 きな露頭を観察すると、地表より、腐植土→

赤褐色ローム→緑灰色浮石質凝灰岩→灰白色細粒凝灰岩→緑灰色浮石質凝灰岩の順に下に続 く。

この露頭の垂直距離は約１５ｍあり、凝灰岩が全体の ８割ほどを占める。上位の緑灰色浮石質凝

灰岩 は風化が進んで粘土質である。 これ ら凝灰岩層は、東へ１１～１６度傾斜 し、下位ほどその数

値は大 きい。層相か ら前田野目層に属するものと考えられる。

　土層観察用 として１１ライン南側 を幅４０ｃｍほどベル ト状 に残 した。ここにおける基本土層の詳

細 は下の通 りである。第 ４― １図はその実測図である。

　 Ⅰ層　 黒褐色土　 １０ＹＲ　３／１　 しまりあ り。耕作土層。

　 Ⅱ層　 黒色土　　 １０ＹＲ　２／１　 Ⅰ層 より軟らかい。レンズ状。

　Ⅲ層　 暗褐色土　 １０ＹＲ　３／３　 Ⅱ層 より軟 らかい。下方ほど軟 らかい。色 は一様ではな く、

　　　　　　　　　　　　　　　 下方にい くにつれ褐色 を帯びる。漸移層。

　Ⅳ層　褐色 ローム　 １０ＹＲ　４／４　 しまりあり。粘性 あり。地山。

　基本層序観察用 として、Ｏ―２４、Ｆ―７、Ｅ―２６、Ｄ―３９の各グリッドについて一部深 く掘った。

観察した壁 は、前者 ２つにっいては西壁、後者 ２つについては東壁である。セクション及び対

比 は第 ４― ２図の通 りである。このうち Ⅰ層からⅣ層（ただし各セクション最上部）は、基本土

層にそのまま対比 される。Ⅳ層は最上部 を除 くとグ リッドごとに微妙 に異なってお り、各セク

ションごとに注記 を付 した。Ⅴ・Ⅵ層は約 ２ｍ掘った Ｆ―７グリッドでのみ確認 した。詳細 は下

の通 りである。

　 Ⅴ層　灰白色粘土　１０ＹＲ　７／１ 粘性大。

　Ⅵ層　灰白色細粒～浮石質火山灰　１０ＹＲ　７／１

　　　　　 塊状無層理。乾 くと非常に細かい粉末 となるが、ベビーパウダーほど細か くはな く、

　　　　　 かすかにさらさらする。径 １ｃｍ以内の もろい浮石が３０～４０％含 まれる。酸化の進ん

　　　　　 でいるところは黄褐色 を呈する。 ところによっては黄褐色～灰白色粘土 となってい

　　　　　 る。黄褐色粘土の中にはリモナイ トが見 られた りする。底面はこれ以上ボー リング

　　　　　 ステッキが突 き刺さっていかないほどに硬 くしまっている。鶴嘴を使わなければ掘

　　　　　 り下 げることは不可能である。
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Ｖ ・Ⅵ層については、１１ラインの第 ３号溝跡セクションで も、最下部の第 ８・９層として確

認 してお り、前田野 目層 と考 えられ る。

なお、第 ６号及び第１８号土坑各覆土から採取 した火山灰 ２点を蛍光 Ｘ線分析 （依頼）した結果、

両方ともＢ―Ｔｍ であることが判明した。第 ６号土坑 においては、その平面形 は環状、断面形は

盆状かつレンズ状である。第１８号土坑で は、第 １層 と第 ４層の間に１６ｃｍの厚さで挾在 していた。

この他に第２６号土坑確認面及び第 ９号住居跡確認面の狭い範囲に、Ｂ―Ｔｍ と考えられる火山灰

を確認している。さらに９月の試掘で、本遺跡 １ラインより２４ｍ北の野尻 （４）遺跡 ５ラインの

土層より、や はりＢ―Ｔｍ と考えられる火山灰 を確認 している。黒色土層のほぼ中間にレンズ状

に見 られた。第 ４― １図に示す通 りである。本遺跡か らは、十和田 ａ降下火山灰 （Ｔｏ－ａ）は確認

されていないが、南に位置する山元（３）遺跡か らは、採取試料 ８点中 １点だけＴｏ－ａを確認し

ている。

本基本層序のローム層部分については、 リモナイ ト（褐鉄鉱）が しばしば見 られることから、

本遺跡 は、過去において水 の影響 をよく受 けていたと考えられる。このような現象は、山元 （３）

遺跡の調査で も確認されている。 これに対 してやはり本遺跡の南に位置する山元 （２）遺跡の調

査では、比較的急な斜面が関与 しているのか、水の影響を示唆するようなリモナイ トは確認 し

ていない。 ここでのロームは、明黄褐色ローム→明黄褐色粘土質ローム→橙色浮石質ロームの

順に下 に続 く。上位の明黄褐色 ロームは、径２．５ｃｍ～ １ｃｍ以下の腐蝕の著 しい浮石を多量 に含む。

下位の橙色浮石質 ロームは軟 らか く、径 ５ｃｍ前後の腐蝕の著 しい浮石が密集 し、炭化材 を含ん

だりする。後者 は、堆積状況か ら降下性 というよりは火山砕屑流性 と考えられる。１．２万～１．３

万年前の十和田八戸火砕流堆積物 （Ｔｏ―Ｈ）の可能性が高い。

最後 に本遺跡周辺の活断層についてふれる。第 ５図は、太田 ・中田 ・宮内 （１９９１）によって調

査されたものである。 この図を元にすると、浪岡バイパスは活断層上付近に位置するとみられ

る。浪岡バイパス建設事業の実施に先立って、平成 ４年か ら平成 ６年 までに青森県教育委員会

によって調査された遺跡 は、南から山元 （３）遺跡、山元（２）遺跡、高屋敷館遺跡、野尻 （３）遺

跡、’９４野尻 （２）遺跡、’９３野尻 （２）遺跡 －本遺跡、野尻 （４）遺跡である。なお、野尻 （４）遺跡の

す ぐ北には山本遺跡があって、昭和５９～６０年に同 じく調査 されている。

第 ３図に示されているように、 これ ら全ての遺跡 は、前田野 目層 と沖積低地堆積物 （砂 ・礫）

の境界線付近に位置し、すぐ東には大釈迦川が南流する。大釈迦川 との比高差 は数ｍの域 を超

えず、南下するほどその数値 は小 さくなる。特に高屋敷館遺跡か ら野尻 （４）遺跡 にかけては、

そのすぐ東には急傾斜の崖地形が見 られる。高屋敷館遺跡においては、深い環濠がこの崖を切 っ

て大釈迦川 と通 じている。

この活断層に特 に名称 は付 されていないが、前田野 目台地 に影響を及ぼす「浪岡撓 曲」によっ
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て、地下に逆断層が存在すると推定 されるものである。断層形態は撓曲崖（撓み崖 ともいい、地

層が段状にお しまげられて形成された急斜面）とされ、変位 は数十ｍとみ られている。南北方向

に５．５ｋｍほどの長さを有するとされるが、このライン付近における現在 までの発掘調査では、逆

断層そのものは全 く確認 していない。ただ、前述の急傾斜の崖地形 は撓曲崖の可能性が高 く、

大釈迦川の浸食作用にのみよるもの とはいえないであろう。なお、 このラインの北延長線付近

には、前述の津軽断層が存在する。

（伊藤昭雄）

【引用 ・参考文献】

・青森県農林部土地改良第一課 （１９８３）土地分類基本調査 「青森西部」．

・岩佐三郎 （１９６２）青森県津軽地方の含油第三系 とその構造発達史について．石油技術協会

誌，２７，ｐ．４０７―４４１．

・藤井敬三 （１９８１）油川地域の地質．地域地質研究報告 （５万分の １図幅），地質調査所，３８

ｐ・

・伊藤昭雄 （１９７８ＭＳ）津軽半島中山山脈中央部の新第三系 について．弘前大学教育学部中学

校教員養成課程理科専攻課程卒業論文．

・寒川 旭 （１９８９）考古学 と古地震研究の接点．第四紀研究，２７，ｐ．２４１―２５２．

・寒川 旭 （１９９０）遺跡から得 られた過去の地震情報．地学雑誌，９９，ｐ．５１―６２．

・寒川 旭 （１９９２）地震考古学．中公新書，２５１ｐ．

・活断層研究会 （１９９１）『新編 日本の活断層― 分布図 と資料』東京大学出版会，４４８ｐ．

・町田 洋 ・新井房夫 （１９９２）『火山灰 ア トラス― 日本列島 とその周辺』東京大学出版会，

２１０ｐ．

・青森県教育委員会（１９８７）山本遺跡発掘調査報告書．青森県埋蔵文化財調査報告書第１０５集．

・青森県教育委員会 （１９９４）山元 （３）遺跡発掘調査報告書．青森県埋蔵文化財調査報告書第

１５９集．
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第 ２節 歴史的環境

青森県立柏木農業高等学校教諭 赤平 智尚

１ 周 辺 の遺 跡

野尻 （２）遺跡は、梵珠山南麓の４０～４４ｍの前田野 目台地縁辺部、浪岡町大字高屋敷字野尻 に位

置す る。現在 ここ浪岡町で確認 されている遺跡 は、６２遺跡 を数 える（１）。その分布 は、八甲田山西

麓や梵珠山に連なる丘陵地帯に多 く見 られ、中で も平安時代の遺跡 と推定されるものが半数以

上を占めている。かつて昭和５０年代 には、八 甲田山西麓の津軽平野に面 した丘陵縁辺部を東北

自動車道が北進することになり、その建設に伴 う緊急発掘調査が実施 された。その結果、源常

平遺跡 ・羽黒平（１）遺跡 ・杉の沢遺跡 ・松元遺跡が調査 され、いずれ も平安時代の集落跡が検出

されている。 また、浪岡バイパスが計画されている大釈迦から前田野 目台地にかけての梵珠山

南麓の丘陵地帯には、２０以上の遺跡が確認 されているが、やはり平安時代 の遺物が出土す る遺

跡が多い。特に本遺跡を含 め浪岡バイパス約１０ｋｍの建設計画路線内には、現在北から、山本 ・

野尻 （１）～ （４）・高屋敷館 ・山元 （１）～ （３）遺跡の ９遺跡が確認 され、いずれの遺跡においても平

安時代の遺物を中心に出土 している。その中の主なもの として、山本遺跡か ら縄文時代前期か

ら後期の遺物 と平安時代のヘラ書 きのある土師器や須恵器が多数出土 した。また、精錬炉 と思

われる遺構 も検出した。山元 （３）遺跡か らも平安時代の住居跡や須恵器大甕など、さらに、’９４野

尻 （２）遺跡か らは終末期古墳 と思われる遺構が、高屋敷館遺跡からは、平安時代の大規模 な土塁

や堀跡そして掘立柱建物跡等が検出されている。

さて、 これらの遺跡か らは必ず といっていいほ ど、灰褐色をした須恵器が多 く出土する。 こ

の産地 として、本遺跡の西方約 ３ｋｍ付近の前田野目川流域 に点在する五所川原須恵器窯跡群に

求めることがで きる。ここは、日本最北の平安時代須恵器窯跡群 として知 られている。梵珠山

南麓、前田野 目川流域の山間部 に点在する窯跡 は、上流か ら砂田窯跡 と鞠 ノ沢窯跡が ７ヶ所 （前

田野 目窯跡群）、狼 ノ長根付近に ４ヶ所（持子沢窯跡群）を指す。かつて、昭和４３年には砂田・鞠

ノ沢窯跡（２）が、同 じく昭和４７年 には持子沢窯跡（３）が、坂誥 秀一氏 らによって調査された。また、

昭和４８年には、村越潔氏、新谷武氏 らによって砂田窯跡が調査され（４）、窯の全貌が知 られるよう

になった。半地下式の無段階登窯で、１０世紀の始め頃に持子沢に、そして中頃は砂田 ・鞠 ノ沢

の前田野目川上流部へ築かれて、やがて１１世紀には消滅することになる。現在、この窯跡群の

東方３ｋｍ付近 を大釈迦川沿いに南北に分布する平安時代の遺跡の調査を進めているが、本遺跡 を

始めとして、殆 どの遺跡からこれら窯跡群の製品が出土す る。そればか りか、津軽一円のみな
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らず、南は米代川流域や馬淵川流域、北 は北海道 日本海側のほぼ全域から出土例が報告 されて

いる。

　 さて、町の中心部を流れる浪岡川は、南東部山地 に源を発 し、王余魚沢川 ・正平津川 ・大釈

迦川 と合流 して西流 し、板柳町滝井付近で十川に、さらに五所川原市西方で岩木川 と合流、十

三湖を経て日本海へ と注いでいる。津軽における中世城館 は、この岩木川の本支流の段丘上 に

築かれる場合が多 く、 日本海交易 を通 じ十三湊から河川を利用して、多 くの物資が内陸部へ搬

入されてきたもの と思われる。 ここ浪岡町には、浪岡川 と正平津川が合流する地点の右岸に、

北畠顕家の子孫が築城 した と伝えられる史跡浪岡城がある。昭和５２年から発掘調査を進めてお

り、大陸か らの舶載陶磁器である青磁、白磁、青白磁、明の染付や銭貨 などが大量に出土 して

いる。 また、周囲には北畠関連の城館跡 も知 られてお り、古 くは源常館、吉内館、そして、川

原館 （川原御所）、外ヶ浜の押さえとして浪岡城 の北方を防御 した ものと推定される大釈迦館や

北畠氏の家臣軽井源左衛門の居館 とされ る王余魚沢館等がある。

　 ２　 歴史 的 環境

　野尻 （２）遺跡が位置する浪岡町北部の歴史的環境については、すでに本遺跡の北約 １ｋｍに所

在する浪岡バイパス関連の山本遺跡調査時 に詳細な報告が見 られるので（佐藤　仁：１９８７）（５）、概

観することにする。 この地方が歴史に登場するのは室町末期、浪岡北畠氏が作成 した と伝えら

れる『津軽郡中名字』に、「奥法郡山邊には、行岳七郷― 葦町―本江―苛沢 ―皐淵川―百々の郷―

驗所寺」の名が見 える。 さらに、遺跡の東側 を南流する大釈迦川沿いの地名 に比定で きるもの

として、「木賊 （徳才子）―鶴田（高屋敷字鶴田）―杉沢 （杉沢）―小野 （女鹿沢字赤荼付近）―小荒木

（女鹿沢付近）」な どがある。 また、同書 は「今都遐流三郡の大名 は鼻和郡三千八百町は大浦の

屋形南部信州盛信 と申也。平賀郡二千八百町は大光寺南部遠州源政行 と申也。田舎郡二千八百

町 ・奥法郡二千餘町 ・沼協保内一千貫 は伊勢国司浪岡御所源具永卿也」 とし、当地方は浪岡御

所北畠具永が支配 していたとしている。 しかし、永祿五年（１５６２）に領地問題か ら、浪岡御所の

８代具運が川原御所具信親子 に殺害 されるという事件 （川原御所の変）にまで発展 し、これを契

機 に、北畠氏の勢力 は急速に衰え始める。やがて、津軽平定を目指していた大浦為信の攻撃を

受け、遂に ９代顕村の代に落城するのである（６）。その後、豊臣秀吉か ら所領 を安堵 され、名を津

軽氏に改めた為信によって、津軽の統一が進められてい くことになる。

　近世に入 ると、寛文四年 （１６６４）には、田舎郡、鼻和郡、平賀郡 をそれぞれ田舎庄、鼻和庄、

平賀庄に改めた。その後、農村支配を強化するために３庄１５遣 に分け、天和元年（１６８１）までには

２２遣 となるが、貞享 ４年の検地後、遣を組 と改めた。浪岡は田舎庄に属 し、浪岡組には高屋敷・

徳才子 ・大釈迦 など本支村あわせて２２ヶ村があった。浪岡は、大道筋である碇 ヶ関―弘前―藤
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崎― 浪岡さらに新城― 油川 と結ぶ羽州街道、大鰐― 乳井― 尾上―黒石―浪岡と結ぶ乳井道、浪

岡―王余魚沢―高田―青森 と結ぶ大豆坂通が交わ り、中世以来、津軽の内陸部各地 と外 ヶ浜を

結ぶ交通の要衝 として発展を遂 げて きた。ここ高屋敷村 についての記録 として、正保二年 （１６４５）

の 『津軽知行高之帳』 に２５２．９石、寛文四年 （１６６４）の 『陸奥国津軽郡高辻村々帳』に２５２石、貞

享四年（１６８７）の 『検地水帳』では、７１２石７斗３升、小字名に 「安田 ・福田・野尻」など高屋敷集

落内に現在ある地名が見 られる。昭和１３年には、高屋敷字後田（現在の杉沢小学校北側）地内よ

り、１０，１６２枚 もの中国銭が発見されてお り（７）、室町中期の埋没 と鑑定されていることから、史料

のない高屋敷村の中世の姿を彷彿 させ るものである。

【参考引用文献】

（１）『青森県遺跡地図』 １９９２：青森県教育委員会

（２）『津軽前田野 目窯跡』 １９６８：五所川原市教育委員会

（３）「津軽持子沢窯跡の調査」 １９７２：坂誥秀一 考古学ジャーナル７５号

（４）「青森県前田野 目遺跡発掘調査概報」 １９７４：村越潔，新谷武 北奥古代文化６号

（５）「歴史的環境」 １９８７：佐藤 仁 『山本遺跡』 青森県埋蔵文化財調査報告書第１５０集

（６）『津軽一統史』では天正６年 （１５７８） としているが、南部側の資料である 『南部根元記』

には天正十八年 （１５９０）とある。

（７）「大杉村発掘古銭について」 １９３９：成田末五郎 『陸奥史談』第九輯
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第Ⅳ章 検出遺構 と出土遺物

第 １節 縄文時代の遺構 と遺物

本遺跡で縄文時代に属する遺構 は、堅穴住居跡 １軒、掘立柱建物跡 ２棟、土坑１１基、埋設土

器遺構 １基、小 ピッ ト群等である。以下、遺構別に記述する。

１ 堅穴 住 居 跡

第 ６号住居跡 （第 ８～１４図）

［位置］ 調査区の北側、 Ｊ―１３グリッドに位置 している。

［平面形 ・規模］ 長軸 ５ｍ０ｌｃｍ、短軸 ２ｍ７８ｃｍの楕円形 を呈 している。東西方向に長 く、長

軸方向はＮ－７５°－Ｅである。床面積 は約８．８㎡ と推定される。

［重複］ 南側で、第２４号土坑 に切 られている。ただし、遺物の出土状況か ら、本住居跡 との

時間差はあまりなかった ものと考えられる。なお、第２４号土坑 は第 ５号住居跡に切 られている。

［壁 ・床面］ 基本層序の第Ⅳ 層を壁及び床面 としている。壁は急に立ち上が り、壁高は概ね

２０～２５ｃｍである。床面 は若干の凹凸が見 られ、中央付近がい くぶん低い。

［壁溝］ 認められなかった。

［柱穴 ・ピッ ト］ ５個のピットを検出 した。ピットの深 さはＰ１―１３ｃｍ、 Ｐ２―３１ｃｍ、 Ｐ３―１８

ｃｍ、Ｐ４―９ｃｍ、 Ｐ５―１３ｃｍである。

［炉］ ほぼ中央部に位置す る。楕円形状の地床炉であり、やや窪んでいる。

［その他の施設］ 北壁 の中央付近に段差の見 られる部分がある。床面か らは９ｃｍ高 くなって

いる。西側がピッ ト１に切 られている。

［堆積土］ ローム粒やロームブロックを含んだ黒色土及び黒〓色土を主体 としてお り、覆土

中に多量の遺物 を含んでいる。

［出土遺物］ 確認面か ら床面直上にかけて、多量の遺物が出土 した。土器 は縄文時代後期十

腰内 Ｉ式である。深鉢形土器が多 く、他に浅鉢形 ・壺形等の土器及び小型土器がある。

石器は床面から石皿が出土 したほか、覆土から不定形石器 ８点 （スクレイパー ３点、Ｒ― フ

レイク５点）、フレイク ３点が出土 している。

［時期］ 出土した土器か ら、縄文時代後期前半の十腰内 Ｉ式期に、構築 ・廃棄された住居跡

と考 えられ る。 （畠山 昇）
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２ 掘 立 柱 建 物 跡

第 １号 掘 立 柱 建 物 跡 （第 １５・１６図 ）

［位 置 ］ Ｈ ・ Ｉ－ １０・１１グ リ ッ ドに位 置 す る 。

［重 複 ］ 小 ピ ッ ト群 と重 複 して い る が 、 新 旧 関 係 は不 明 で あ る。

［平 面 形 ・規 模 ］ 平 面 形 が 長 方 形 を呈 し、 東 西 １間 、 南 北 ２間 で あ る。 東 西 の柱 間 寸 法 は北

側 （ピ ッ ト １― ４）が ３６８ｃｍ、 中 央 （ピ ッ ト ２― ５）が ３６６ｃｍ、 南 側 （ピ ッ ト３― ６）が ３６０ｃｍで

あ る。 南 北 の 柱 間 寸 法 は東 側 （ピ ッ ト １― ２― ３） が北 か ら３０６ｃｍ＋ ３０９ｃｍ、 同 様 に 西 側 （ピ ッ

ト ４－ ５－ ６） が ３１４ｃｍ＋３１５ｃｍで あ る。 な お 、 長 軸 方 向 は Ｎ― ３４°―Ｗ で あ る。

［柱 穴 ］ 柱 穴 の平 面 形 は楕 円 形 を呈 し、 規 模 は短 軸 ６０ｃｍ～ ７０ｃｍ、 長 軸 ７０ｃｍ～ ８０ｃｍ、 深 さ５２ｃｍ

～ ９０ｃｍで あ る。

［出 土 遺 物 ］ ピ ッ ト内 か ら若 干 の縄 文 土 器 と石 皿 片 １点 、 フ レ イ ク ３点 の石 器 が 出 土 して い

る。 縄 文 土 器 は全 て の ピ ッ ト内 か ら出 土 して い る が 、 と くに ピ ッ ト６か ら の 出土 が 多 い。 ま た

石 器 は ピ ッ ト ３か ら の 出土 で あ る 。

第 ２号 掘 立 柱 建 物 跡 （第 １７・１８図 ）

［位 置 ］ Ｆ ・Ｇ― ９グ リ ッ ドに位 置 す る。

［重 複 ］ 小 ピ ッ ト群 と重 複 して い るが 、 新 旧 関係 は不 明 で あ る。

［平 面 形 ・規 模 ］ 平 面 形 は東 西 に長 い六 角 形 を呈 し て い る。 柱 間 の 寸 法 は 、 東 側 の ピ ッ ト６

と ピ ッ ト １の 間 が １８７ｃｍ、 ピ ッ ト １と ピ ッ ト ２の 間 が １８０ｃｍ、 西 側 の ピ ッ ト ５と ピ ッ ト ４の 間 が

１８８ｃｍ、ピ ッ ト４ と ピ ッ ト ３の 間 が １８９ｃｍで あ る。また 、北 側 の ピ ッ ト ５ と ピ ッ ト ６の間 は３６８ｃｍ、

中央 の ピ ッ ト １ と ４の 間 が ４７０ｃｍ、南 側 に ピ ッ ト ３ と ２の 間 が ３７０ｃｍで あ る。長 軸 方 向 は Ｎ － ６２°

－ Ｅで
、 第 １号 掘 立 柱 建 物 跡 の 長 軸 方 向 と ほ ぼ直 交 して い る。

［柱 穴 ］ 柱 穴 の 平 面 形 は楕 円 形 を呈 し、 規 模 は短 軸 ４０ｃｍ～ ７０ｃｍ、 長 軸 ７０ｃｍ～ ８０ｃｍ、深 さ４２ｃｍ

～ ８６ｃｍで あ る
。

［出 土 遺 物 ］ ピ ッ ト内 か らの 出 土 はみ られ な か っ た が 、 ピ ッ ト ４の脇 か ら縄 文 土 器 が 若 干 出

土 して い る 。 （畠 山 昇 ）
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３ 土 坑 （第１９～２２図）

縄文時代に属すると考えられる土坑 は１１基であ り、そのほ とんどが調査区の北側か ら検出さ

れている。

第 １号土坑

［位置］ 調査区の北側、 Ｉ－ ６グ リッドに位置 している。

［重複］ なし。

［平面形 ・規模］ 直径８０ｃｍのほぼ円形を呈する。深 さは２６ｃｍである。

［壁 ・底面］ 壁 ・底面は第Ⅳ層 を掘 り込んで構築 している。壁の立ち上が りはやや急で、底

面はほぼ平坦である。

［堆積土］ 壁際に、ローム質の褐色土が部分的に見 られるほかは、全体 に黒色土及び黒褐色

土の堆積が見られた。

［出土遺物］ 覆土から、少量の縄文土器が出土した。

第 ２号土坑

［位置］ 調査区の北側、Ｇ ・Ｈ― ６グ リッ ドに位置 している。

［重複］ なし。

［平面形・規模］ 平面形 は不整楕円形を呈 し、規模 は短軸６２ｃｍ、長軸８２ｃｍ、深さ２４ｃｍである。

［壁 ・底面］ 壁 ・底面 は第Ⅳ層を掘 り込んで構築 している。壁は急に立ち上が り、底面 はほ

ぼ平坦である。

［堆積土］ 全体 に微量のローム粒や炭化物 （木炭）粒を含んだ暗褐色土及び黒褐色土の堆積

が見 られた。

［出土遺物］ 覆土か ら、少量の縄文土器が出土 した。

第 ３号土坑

［位置］ Ｅ ・Ｆ―１２グリッドに位置している。一部調査区域 にかかってお り、全体 の三分の

二 を調査できた。

［重複］ なし。

［平面形 ・規模］ 直径が約３６ｃｍのほぼ円形 を呈する。深さは３６ｃｍである。

［壁 ・底面］ 壁 は第Ⅲ 層から掘 り込んでいる。壁は急な立ち上が りを呈 し、底面 はほぼ平坦

である。

－ ３６－



［堆積土］ 壁際に黄褐色土 （ローム）が部分的に見 られたが、全体 に黒褐色土 と暗褐色土の

堆積が見 られた。第 ２層には炭化物が多量 に含 まれていた。

［出土遺物］ 覆土から、少量の縄文土器が出土した。

第 ４号土坑

［位置］ Ｌ―１２グリッドに位置している。

［重複］ なし。東側の部分が第 ３号溝 と接 している。

［平面形 ・規模］ 平面形 は不整楕円形 を呈 し、規模 は短軸９０ｃｍ、長軸９７ｃｍ、深 さ２６ｃｍである。

［壁 ・底面］ 第Ⅳ層 を壁 ・底 としている。壁の立ち上が りは急で、底面には凹凸が若干認 め

られ る。

［堆積土］ 全体 に黒色土 と黒褐色土の堆積が見 られた。

［出土遺物］ 覆土か ら、少量の縄文土器がフレイク １点、及び炭化 したオニグル ミの核の破

片３．８ｇが出土した。

第 ５号土坑

［位置］ Ｇ―１２・１３グリッドに位置 している。

［重複］ なし。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕円形で、規模 は短軸１０６ｃｍ、長軸１２８ｃｍ、深さは３５ｃｍである。

［壁 ・底面］ 壁 ・底面 は第Ⅳ層を掘 り込んで構築 している。壁の立ち上が りは急で、底面 に

は凹凸がやや見 られる。

［堆積土］ 壁際にローム質の黄褐色土が見 られるが、堆積土の大半 は黒色土及び黒褐色土で

占め られている。

［出土遺物］ 覆土か ら、縄文土器が約３０片ほど出土 した。

第 ７号土坑

［位置］ Ｇ―１１グ リッドに位置 している。

［重複］ 第 ８号土坑より古い。

［平面形 ・規模］ 全体は不明だが、調査で きた部分から推定 して、平面形 は不整な楕円形 と

思われる。規模 は調査 した部分で、短軸６０ｃｍ、長軸８６ｃｍ、深さ１７ｃｍである。

［壁 ・底面］ 壁 ・底面は第Ⅳ層を掘 り込んで構築 している。壁 は急に立ち上が り、底面はほ

ぼ平坦である。底面の東側隅に深さ１５ｃｍの ピットを検出した。

［堆積土］ 全体 にローム粒 を若干含んだ暗褐色土の堆積が多 く見 られた。 また、底面 には焼

－ ３７－



土がやや厚 く認 められた。

［出土遺物］ 覆土から、少量の縄文土器が出土 した。

第 ８号土坑

［位置］ Ｇ―１１グリッドに位置している。

［重複］ 第 ７号土坑及び第 ９号土坑 より新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形は楕円形で、規模は短軸１１２ｃｍ、長軸１４０ｃｍ、深さ３２ｃｍである。

［壁 ・底面］ 壁は第Ⅳ層か ら掘 り込んでいる。壁 は急な立ち上が りを呈 し、底面はほぼ平坦

である。

［堆積土］ 全体にローム粒や炭化物を少量含んだ黒色土及び黒褐色土の堆積が多 く見 られた。

［出土遺物］ 覆土から、およそ３０片ほどの縄文土器 と石鏃 １点が出土 した。

第 ９号土坑

［位置］ Ｇ―１１グリッドに位置 している。

［重複］ 第 ８号土坑 に切 られている。

［平面形 ・規模］ 全体の形状 は不明だが、調査した部分か ら推定して、平面形は楕円形 と思

われ、規模 は調査 した部分で短軸６０ｃｍ、長軸８６ｃｍ、深 さ１５ｃｍである。

［壁 ・底面］ 第Ⅳ層を壁 ・底 としている。壁 の立ち上が りは急で、底面 はほぼ平坦である。

［堆積土］ 全体にローム粒 ・炭化物 を含んだ黒色土 ・黒褐色土 ・褐色土の堆積が見 られた。

［出土遺物］ 縄文土器が １片出土 したほか、石皿の破片が １点出土 している。

第１０号土坑

［位置］ Ｇ―１１グ リッドに位置 している。

［重複］ なし。

［平面形 ・規模］ 平面形 はやや不整な円形で、規模 は短軸１０７ｃｍ、長軸１１５ｃｍ、深 さ２４ｃｍであ

る。

［壁 ・底面］ 第Ⅳ層を掘 り込み、壁 ・底面 としている。壁 は急に立ち上が り、底面は平坦で

ある。

［堆積土］ 全体 にローム粒 と炭化物を含んだ黒褐色土を主体 としている。 また、下部に焼土

の堆積が見 られた。

［出土遺物］ 縄文土器が１１片、敲磨器が １点出土 した。

－ ３８－



第１４号土坑

［位置］ Ｊ―１７・１８グ リッドに位置 している。

［重複］ なし。

［平面形 ・規模］ 平面形はやや不整な円形で、規模は短軸１５８ｃｍ、長軸１６２ｃｍ、深さ４８ｃｍであ

る。

［壁 ・底面］ 第Ⅳ層 を壁 ・底 としている。壁の立ち上が りは緩やかで、東～北～西側 に緩 い

段 を持つ。底面はほぼ平坦である。

［堆積土］ 全体にローム粒を多量に含んだ黒褐色土の堆積が多 く見られた。

［出土遺物］ 縄文時代晩期 （大洞 Ｂ式）の土器が１３片出土 した。

第２１号土坑

［位置］ Ｈ―１２グリッドに位置 している。

［重複］ 風倒木によって西側の半分が壊されている。

［平面形］ 全体形 は不明だが、調査 した部分か ら直径８０ｃｍほどの円形 と思われる。深さは３０

ｃｍである。

［壁 ・底面］ 壁 は急に立ち上が り、底面はほぼ平坦である。

［堆積土］ 暗褐色土 と黒色土の堆積が見 られた。

［出土遺物］ 覆土から、縄文土器が出土 した。

第２４号土坑

［位置］ Ｊ―６グ リッドに位置 し、第 ６号住居跡の調査中に確認した。

［重複］ 第 ６号住居跡 より新 しく、第 ５号住居跡 より古い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕円形で、規模 は短軸２０２ｃｍ、長軸２４０ｃｍ、深 さ３４ｃｍである。

［壁 ・底面］ 壁 はやや急に立ち上が り、底面 は凹凸が見 られるものの、ほぼ平坦である。 ま

た、底面の南側に深 さ２２ｃｍのピットを検出 した。

［堆積土］ 全体 に黒褐色土を主体 としている。

［出土遺物］ 覆土か ら、縄文土器が若干出土 した。

（畠山 昇）

－ ３９－
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４ 埋 設 土器 遺構 （第２３図）

Ｊ― ７グ リッドに位置する遺構で、 １基のみの検出である。調査区の北端に位置している。

確認 は第Ⅲ 層であるが、土器の上半部 は耕作によ り欠失 している。埋設の方法 は正立埋設であ

るが、東側 に若干傾いている。掘 り方の規模 ・形態は埋設 した土器に合わせて掘 り込んだもの

である。土器内の堆積土は １層のみの確認で、シル ト質の暗褐色土の堆積 を確認 した。

（畠山 昇）

５ 小 ピ ッ ト群 （第２３・１０８図）

調査区の北側の区域から、性格の不明な小 ピッ トをおよそ１００個ほど検出 した。大部分が縄文

時代のもの と考 えられるが、中にはこれより新 しい時代の ピットも含んでいる可能性 もある。

ピットの平面形 は円形か楕円形で、規模 は径２０ｃｍ～７０ｃｍ、深 さ１０ｃｍ～４０ｃｍである。全般に、

径３０ｃｍ前後、深 さ２０ｃｍ～３０ｃｍのピットが多い。

また、ピットの内部か らは縄文土器の破片や不定形石器、フレイク、磨製石斧 （基部破片）

等の石器が出土 したものがあ り、 これにはピット番号を付 している （Ｐｌ～Ｐ１２）。

（畠山 昇）

－ ４４ －



－ 45 －



第 ２ 節 平 安 時 代 ほ か の 遺 構 と 遺 物

１ 竪 穴 住 居 跡

第 １号 住 居 跡 （第 ２４図 ～ 第 ２９図 ）

［位 置 ］ Ｋ ・Ｌ― ２６～ ２８及 び Ｍ― ２６・２７グ リ ッ ドに位 置 す る。

［重 複 ］ 第 １号 及 び 第 ２号 溝 跡 と重 複 し、 本 遺 構 の方 が 古 い。

［平 面 形 ・規 模 ］ 北 東 壁 は ６ｍ ４４ｃｍ ・南 東 壁 ６ｍ ４３ｃｍ ・南 西 壁 ６ｍ ３８ｃｍ ・北 西 壁 ６ｍ ４０ｃｍの 方

形 を呈 す る。 主 軸 方 位 は Ｎ― ５２°―Ｗ 、 床 面 積 は４０．３０㎡ で あ る。

［壁 ・床 面 ］ 各 壁 と も急 な立 ち 上 が り を呈 し、 壁 高 は北 東 壁 ４ｃｍ前 後 、 南 東 壁 １～ １０ｃｍ、 南 西

壁 １０ｃｍ前 後 、 北 西 壁 １２～ １８ｃｍで あ る。 床 面 は 、 地 形 を 反 映 して 西 側 の方 が や や 高 く、 ほ ぼ全 面

に わ た っ て堅 い。

［壁 溝 ］ 各 壁 の直 下 か ら検 出 し、 一 部 途 切 れ る部 分 もあ るが ほ ぼ 一 周 す る。 幅 １２～ １６ｃｍ前 後 、

深 さ ９～ １９ｃｍ前 後 で あ る。

［柱 穴 ・ピ ッ ト］ 柱 穴 状 の ピ ッ トは２６個 検 出 した。 こ の うち 主 柱 穴 の 可 能 性 が 考 え られ る の は、

ピ ッ ト １ ・ ２ ・４ ・ ５で あ る 。 主 な ピ ッ トの深 さ は以 下 の 通 りで あ る。

Ｐ１… ６４ｃｍ・Ｐ２… ７１ｃｍ ・Ｐ３… ２４ｃｍ ・Ｐ４… ６５ｃｍ ・Ｐ５…８０ｃｍ ・Ｐ６… ５２ｃｍ ・Ｐ７…２３ｃｍ ・Ｐ８… １２ｃｍ

Ｐ９… ２３ｃｍ・Ｐ１０… ５０ｃｍ ・Ｐ１１… ５４ｃｍ ・Ｐ１２…２９ｃｍ

［カ マ ド］ 北 西 壁 の ほ ぼ 中央 に位 置 し、 火 床 面 は両 袖 の 中 央 か ら、 ７０ｃｍ×５２ｃｍの楕 円 形 状 に検

出 され た。 燃 焼 部 前 方 に は土 師 器 甕 の破 片 が 、 一 部 敷 か れ た よ う に確 認 され た。 袖 及 び 天 井 部

は、 粘 土 と礫 で 構 築 され て お り、 天 井 部 の礫 は袖 前 方 へ 多 数 崩 落 ・散 乱 して い た。 煙 道 部 ・煙

出 し孔 は、北 西 壁 か ら２１５ｃｍ外 側 へ 突 き出 て 、掘 り方 は最 大 １９ｃｍ窪 ん で い る。煙 出 し部 は煙 道 部

末 端 よ り若 干 低 くな って い る。 ま た 、 ７３ｃｍ×４５ｃｍの不 整 楕 円形 状 に床 面 中央 が 焼 け て い た。 炉

とみ られ る。

［堆 積 土 ］ ５層 に 区 分 で きた 。 ロ ー ム粒 ・ロ ー ム 塊 を半 分 ほ ど含 む 黒 褐 色 土 で 大 方 占 め られ 、

人 為 堆 積 の様 相 を呈 す る。

［出 土 遺 物 ］ 床 面 、 床 面 直 上 か ら若 干 の 土 師器 、 鉄 器 が 出 土 した 。 土 師 器 は、坏 ・甕 ・小 甕 ・堝

・皿 ・耳 皿 、 鉄 器 は刀 子 ・鉄滓 各 １点 が 出 土 し て い る。 な お 、 床 下 か ら は土 師 器 の 鉢 １点 が

出 土 し た。 破 片 は、 土 師 器 の 甕 等 が デ ス ク トレー に １箱 、 同坏 が ４０点 、 須 恵 器 の甕 が ７点 出土

した 。 カ マ ド袖 付 近 、 ピ ッ ト ４北 付 近 か らの 出 土 が 多 い 。

［時 期 ］ 出 土 遺 物 か ら、 本 住 居 跡 は ９世 紀 中 頃 か ら後 半 と思 わ れ る。

－４６ －
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第２号住居跡（第30図・第31図）

［位置］Ｏ－12・13グリッドに位置する。西側の約四半分は調査区域外にある。

［重複］ 第２号溝跡と重複し、本遺構の方が古い。

［平面形・規模］ 西側は調査区外で、検出できた東壁の壁長は３ｍ20cmである。全体のプラン

は不明であるが、ほぼ方形を呈するものと思われる。主軸方位はＳ－85°－Ｅ、検出できた床の

面積は7.51m2である。

［壁・床面］各壁とも急な立ち上がりを呈し、壁高は東壁７～19cm、南壁８cm前後、北壁９～

24cmである。床面は、地形を反映して西側の方がやや高い。

［壁溝］ 各壁の直下に検出し、一部途切れる部分もあるが、ほぼ一周する。幅６～13cm前

後、深さ７～15cm前後である。

［柱穴・ピット］ 床面から柱穴状のピットを４個検出した。また、貼り床を剥いだ段階で確認

したピットは２個（ピット５・６）である（点線で示したピット）。なお、ピット５は土坑状を呈

する（後述）。ピット１・３・４が主柱穴と考えられる。主なピットの深さは以下の通りである。

Ｐ１…14cm・Ｐ２…10cm・Ｐ３…13cm・Ｐ４…13cm・Ｐ５…30cm
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［カマド］ 東壁の南寄りに位置している。火床面は燃焼部のほぼ中央にあり、37cm×53cmの不

整な楕円形を呈する。袖は灰白色の粘土をつき固めて構築し、煙道部は短く、遺存状態はよく

ない。燃焼部後方から土師器の甕片が多数折り重なるように出土した。右袖からそれらと接合

できる口縁部等片３点が出土した。左袖の壁と接する部分からピットを検出したが（ピット2）、

カマドと関連があるものと思われる。
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［その他の施設］北側の床下から、短軸９８ｃｍ、長軸１２０ｃｍ、深 さ３０ｃｍの土坑（ピッ ト５）を検出し

た。覆土の大半 はローム粒や炭化物 を含んだ黒褐色土で、短時間で堆積 した状況を呈 している。

［堆積土］１１層に区分できた。堆積土の大部分 は、炭化物 を微量～少量含む暗褐色土である。

第 ６～１１層 は掘 り方の部分である。

［出土遺物］床面、カマ ド付近か ら土師器の甕 １点、床面か ら縄文時代後期の土器片 １点、そ

して若干の土師器片（甕等２３点、坏 ８点）が出土 しただけである。

［時期］出土遺物か ら、 ９世紀中頃から後半の住居跡 と思われる。

第 ３号 住 居 跡 （第 ３２図 ～ 第 ３７図 ）

［位 置 ］ Ｊ― １１及 び Ｋ― １０・１１グ リ ッ ドに位 置 す る。

［重 複 ］ 小 ピ ッ ト群 と重 複 し、 本 遺 構 の 方 が 新 しい 。

［平 面 形 ・規 模 ］ 東 壁 ３ｍ ５７ｃｍ ・南 壁 ２ｍ ９５ｃｍ ・西 壁 ３ｍ９３ｃｍ ・北 壁 ３ｍ ６３ｃｍの 隅 丸 台 形 を呈

す る。 な お 、東 壁 中 央 半 分 は検 出 で きな か っ た 。主 軸 方 位 は Ｓ― ７７°―Ｅ、床 面 積 は１３．２０㎡ で あ

る 。

［壁 ・床 面 ］ 掘 り込 み が 浅 く、 攪 乱 を 受 け て い る た め 、 東 壁 中央 部 分 は確 認 で き な か っ た 。 確

認 した壁 は各 壁 と も急 な立 ち 上 が り を呈 し、 壁 高 は南 壁 １０～ １６ｃｍ ・西 壁 ２２ｃｍ前 後 ・北 壁 ９～ １２

ｃｍで あ る。 床 面 に は若 干 の 凹 凸 が 見 られ 、 わ ず か に北 東 へ 傾 斜 して い る。 西 側 の一 部 を除 い て

全 般 に堅 緻 で あ る。

［壁 溝 ］ 東 壁 の カ マ ド北 側 や 西 壁 の 中 央 付 近 は一 部 途 切 れ て い るが 、 全 体 の ４分 の ３ほ ど を検

出 した。 幅 ７～ ２０ｃｍ、 深 さ ３～ １６ｃｍで 、 底 面 は凹 凸 が 激 しい 。

［柱 穴 ・ピ ッ ト］ 床 面 か ら１６個 、壁 溝 か ら ４個 、 東 壁 直 上 か ら ３個 の ピ ッ トを検 出 し たが 、 主

柱 穴 は不 明 で あ る。 な お 、 ピ ッ ト １は土 坑 状 を呈 す る （後 述 ）。 各 ピ ッ トの 深 さ は以 下 の通 りで

あ る。

　 Ｐ１… ４６ｃｍ ・Ｐ２… ６ｃｍ・Ｐ３… １０ｃｍ・Ｐ４…２５ｃｍ ・Ｐ５…２２ｃｍ ・Ｐ６… ３２ｃｍ ・Ｐ７… ３８ｃｍ・Ｐ８… １９ｃｍ ・Ｐ９

　 … ２０ｃｍ ・Ｐ１０… ３０ｃｍ ・Ｐ１１… １３ｃｍ・Ｐ１２… １９ｃｍ・Ｐ１３… １７ｃｍ・Ｐ１４… １１ｃｍ・Ｐ１５… １５ｃｍ・Ｐ１６… ３６ｃｍ・

　 Ｐ１７… １６ｃｍ ・Ｐ１８… １２ｃｍ ・Ｐ１９… ３７ｃｍ ・Ｐ２０… ８ｃｍ ・Ｐ２１… ９ｃｍ ・Ｐ２２… ３８ｃｍ ・Ｐ２３… １２ｃｍ

［カ マ ド］ 東 壁 の南 側 に位 置 し、 火 床 面 は両 袖 の 中 央 か ら直 径 ５５ｃｍの 円形 状 に 検 出 さ れ た 。 袖

は粘 土 質 の 黄 褐 色 土 で構 築 さ れ 、 芯 材 を使 用 して い な い 。 煙 道 部 ・煙 出 し孔 は、 東 壁 か ら１５５ｃｍ

外 側 へ 突 き出 て 、 地 山 を掘 り込 ん で 構 築 し て い る。 煙 出 し孔 は煙 道 部 よ り緩 や か に低 く続 き、

フ ラ ス コ状 を呈 す る。

－ ５５ －
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［その他の施設］カマド左袖脇から、短軸69cm、長軸76cm、深さ46cmの土坑（ピット１）を検出

した。焼土・炭化物をよく含み、短期間で堆積した状況を呈する。多数の土師器甕片を出土し

ていること等から貯蔵穴と考えられる。

［堆積土］７層に区分できた。人為堆積の様相を呈する。

［出土遺物］床面・床面直上から、土師器の坏・高台付坏・甕が若干出土した。覆土からは、

土師器の小甕と石器（敲磨器片・Ｒ－フレイク各１点）が出土している。破片では、覆土・掘り方

から縄文土器約70点、土師器の甕がデスクトレーで４分の３箱、坏が61点出土している。
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 また、ピット１覆土から木の棒（木製品）が出土している。なお、炭化材が壁溝及び西側中央

の床面・床面直上から多く出土した。遺物は、中央部からカマド右袖付近にかけて多く出土し

ている。

［時期］本住居跡は炭化材の出土状況から、焼失家屋と考えられる。出土遺物から、９世紀中

頃から後半の住居跡と思われる。



第 ４号 住 居 跡 （第 ３８図 ～ 第 ４４図 ）

［位 置 ］ Ｇ～ Ｉ－ １３・１４グ リ ッ ドに位 置 す る。

［重 複 ］ な し。

［平 面 形 ・規 模 ］ 北 東 壁 ４ｍ ９２ｃｍ ・南 東 壁 ５ｍ ４１ｃｍ・南 西 壁 ４ｍ ９４ｃｍ ・北 西 壁 ５ｍ ４５ｃｍの ほ ぼ

方 形 を呈 す る。 主 軸 方 位 は Ｎ― ４６°―Ｗ 、床 面 積 は２５．４５㎡ で あ る 。

［壁 ・床 面 ］ 北 東 壁 は上 部 が 削 平 され た もの と思 わ れ 、壁 高 は ２ｃｍ前 後 しか な い。 そ の 他 の壁

は急 な立 ち 上 が り を呈 し、 壁 高 は南 東 壁 ９ｃｍ前 後 ・南 西 壁 １１～ １５ｃｍ ・北 西 壁 １１～ １８ｃｍで あ る。

床 面 は凹 凸 が 激 し く、 全 般 に 堅 緻 で あ る。

［壁 溝 ］ 各 壁 の直 下 か ら検 出 し、 一 周 す る。 幅 ２０～ ４０ｃｍ前 後 、 深 さ１２～ ２４ｃｍ前 後 で あ る。

［柱 穴 ・ピ ッ ト］ 床 面 か ら ８個 、 壁 溝 か ら３０個 、 柱 穴 状 ピ ッ トを検 出 した 。 主 柱 穴 と考 え られ

るの は、 ピ ッ ト １ ・ ３ ・５ ・ ６の ４個 で 、 後 者 ２個 に つ い て は柱 痕 を確 認 し た。 主 な ピ ッ トの

深 さ は、 以 下 の通 りで あ る。

Ｐ１… ６５ｃｍ ・Ｐ２… ３９ｃｍ・Ｐ３…１０ｃｍ ・Ｐ４… １７ｃｍ・Ｐ５… ６８ｃｍ・Ｐ６…７７ｃｍ ・Ｐ７… ４６ｃｍ・Ｐ８… ２７ｃｍ・Ｐ９

…１０ｃｍ ・Ｐ
１０… ２１ｃｍ

［カ マ ド］ 北 西 壁 の ほ ぼ 中央 に位 置 す る。 煙 道 部 は短 く、 燃 焼 部 後 方 か ら土 師 器 片 が 多 量 に 出

土 し て い る。 火 床 面 は両 袖 の ほ ぼ 中央 に あ り、 直 径 約 ４０ｃｍの ほ ぼ 円形 を呈 す る。 後 方 か ら土 師

器 片 が 、 全 体 か ら は炭 化 物 が 出 土 して い る。 焚 口 は床 面 よ り若 干 低 い。 袖 は に ぶ い 黄 褐 色 ～ 暗

褐 色 土 で構 築 さ れ 、 芯 材 は使 用 して い な い。 な お 、 本 カ マ ドは新 ・旧 ２つ の カ マ ドが 重 な って

お り、 新 カ マ ドで は、 土 師 器 小 甕 ２点 及 び 壼 １点 が 折 り重 な る よ う に、 旧 カ マ ドで は、 土 師器

甕 及 び ミニ チ ュ ア 土 器 各 １点 が 、 そ れ ぞ れ支 脚 と して使 わ れ て い た。 また 、 ピ ッ ト ５ と ６の 間

の ほ ぼ 中央 か ら炉 跡 と思 わ れ る焼 土 を検 出 した 。

［堆 積 土 ］ ２層 に 区 分 で きた 。 炭 化 物 を微 量 含 む黒 褐 色 土 で構 成 さ れ る。

［出 土 遺 物 ］ 床 面 ・床 面 直 上 か ら多 量 の土 師 器 ・須 恵 器 が 出 土 し た。 土 師 器 で は坏 ・甕 ・小 甕 ・

ミニ チ ュア 土 器 、 須 恵 器 で は大 甕 片 が あ げ られ る。 カ マ ド燃 焼 部 か ら も多 量 の土 師 器 が 出土 し

て お り、 甕 ・壺 ・ミニ チ ュ ア 土 器 は各 １点 、 小 甕 ２点 が 支 脚 と し て利 用 され て い る。 ピ ッ ト ３

覆 土 か ら は、 須 恵 器 大 甕 の 大 きな破 片 が １点 出 土 した 。 この 大 甕 片 は、 第 ９号 住 居 跡 ピ ッ ト ５

出 土 の大 甕 と接 合 し た。 縄 文 時 代 の 土 器 片 は、 床 面 ・床 面 直 上 か ら２２点 、 覆 土 か ら１０点 、床 下

か ら ６点 、 ピ ッ ト１２か ら ２点 、 壁 溝 か ら ４点 出 土 して い る。 平 安 時 代 の 土 器 片 に つ い て は、 土

師 器 甕 等 が デ ス ク トレ ー で １箱 、坏 が ２９点 、 須 恵 器 甕 が １点 、 坏 が ２点 、 大 甕 が １点 出土 して

い る。 遺 物 は 、 カ マ ド周 辺 、 ピ ッ ト ３ ・ ６付 近 か ら多 く出土 して い る。 な お 、床 面 ・床 面 直 上

及 び壁 溝 付 近 か ら少 量 の 炭 化 材 が 出 土 した 。

［時 期 ］ 本 住 居 跡 は炭 化 材 の 出土 状 況 か ら、 焼 失 家 屋 と考 え られ る。 出 土 遺 物 か ら、 ９世 紀 中

－６２－
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頃から後半の住居跡と思われる。
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第 ５号 住 居 跡 （第 ４５図 ・第 ４６図 ）

［位 置 ］I― １４、 Ｊ―１３～ １５及 び Ｋ― １４グ リッ ドに位 置 す る。

［重 複 ］ 第 ２４号 土 坑 と重 複 し、 本 遺 構 の方 が 新 し い。

［平 面 形 ・規 模 ］ 北 東 壁 ４ｍ ８ｃｍ ・南 東 壁 ４ｍ １０ｃｍ ・南 西 壁 ４ｍ ｌｌｃｍ ・北 西 壁 ４ｍ ５８ｃｍの台 形

を呈 す る。 主 軸 方 位 は Ｓ－ ２１°±α－Ｅ と推 定 され る。 床 面 積 は１８．０５㎡ で あ る 。

［壁 ・床 面 ］ 北 東 壁 は上 部 が 削 平 され た もの と思 わ れ 、 壁 高 は１ ｃｍ前 後 しか な い 。 そ の他 の壁

は急 な立 ち 上 が り を呈 し、壁 高 は南 東 壁 ４～ １０ｃｍ ・南 西 壁 ２～ ５ｃｍ ・北 西 壁 ６ｃｍ前 後 で あ る。

床 面 は地 形 を反 映 して わ ず か に東 へ傾 斜 して お り、 凹 凸 が 見 られ る。 ま た、 カ マ ドが あ る側 の

南 半 分 ほ どが 硬 い 。

［壁 溝 ］ 各 壁 の直 下 に検 出 し、 ほ ぼ 全 周 す る。 幅 １０～ ３０ｃｍ前 後 、 深 さ ５～ ３３ｃｍ前 後 で あ る。

［柱 穴 ・ピ ッ ト］ 床 面 よ り ４個 、 壁 溝 よ り ３個 、 柱 穴 状 の ピ ッ トを検 出 し た。 主 柱 穴 は不 明 で

あ る。 主 な ピ ッ トの 深 さ は次 の通 りで あ る。

Ｐ１… ３１ｃｍ ・Ｐ２… ３８ｃｍ ・Ｐ３… １９ｃｍ ・Ｐ４… ３５ｃｍ ・Ｐ５…３１ｃｍ ・Ｐ６… １４ｃｍ ・Ｐ７… ３０ｃｍ

［カ マ ド］ 南 東 壁 の 西 寄 りに位 置 し、 東 側 は抜 根 に よ り攪 乱 を受 け て い る。 火 床 面 は床 面 よ り

若 干 高 い 。袖 は粘 土 で 構 築 され 、芯 材 は使 用 され て い な い。 な お 、煙 道 部 は検 出 さ れ な か っ た。

［堆 積 土 ］ ５層 に 区分 で きた 。 ロ ー ム粒 ・ロー ム塊 を含 む 暗 褐 色 土 で 大 方 占 め られ 、 人 為 堆 積

の様 相 を呈 す る 。

［出土 遺 物 ］ 床 面 ・床 面 直 上 か ら、 土 師 器 坏 の ほ ぼ 完 形 品 が ５点 、 覆 土 か ら、 大 石 平 型 石 箆 が

１点 出 土 し て い る。 破 片 で は、 土 師 器 甕 等 ５点 、 坏 ７点 、 須 恵 器 甕 等 １点 が 出 土 した。 ま た、

確 認 面 、 覆 土 、 床 面 直 上 、 床 下 か ら、 縄 文 時 代 後 期 十 腰 内 式 土 器 が デ ス ク トレー に １箱 分 出 土

して い る。 遺 物 は、 中央 部 の硬 い 床 面 付 近 と東 隅 か ら多 く出 土 して い る。

［時 期 ］ 出土 遺 物 か ら、 ９世 紀 後 半 の住 居 跡 と思 わ れ る。

－ ７０ －
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第７号住居跡（第47図・第48図）

［位置］ Ｋ２－９・30グリッドに位置する。

［重複］ 第２号溝跡と重複し、本遺構の方が古い。

［平面形・規模］北東壁２ｍ82cm・南東壁２ｍ61cm・南西壁２ｍ88cm・北西壁２ｍ55cmのほぼ

方形を呈する。主軸方位はＳ－44°－Ｅ、床面積は7.30m2である。

［壁・床面］ 各壁とも急な立ち上がりを呈し、壁高は北東壁８～15cm、南東壁13～19cm、南西

壁19～23cm、北西壁17～20cmである。床面は地形を反映して第２号溝跡側の方が若干低く、ほ

ぼ平坦である。

［壁溝］検出されなかった。

［柱穴・ピット］柱穴状のピットは２個検出した。どちらも主柱穴と考えられる。両ピットの

深さは以下の通りである。

 Ｐ１…10cm・Ｐ２…８cm
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［カマド］南東壁中央に位置し、火床面は両袖の中央とみられる部分から、直径35cmのほぼ円

形状に検出された。袖はロームブロックをつき固めて構築し、右袖と南東壁の付け根には、長

径15cmの礫が崩れないように施工されていた。左袖は木炭・焼土粒を微量～少量含んでいた

ため、掘り過ぎて確認が遅れた。煙道部・煙出し孔は、南東壁から125cmほど突き出ており、地山

を掘り込んでいる。煙出し孔は煙道部より緩やかに低く続き、フラスコ状ピットの様相を呈す

る。

［堆積土］４層に区分できた。大半はロームブロックを多量に含む黒褐色土である。

［出土遺物］床面・床面直上から土師器の坏３点・鉢１点、床面直上から平基無茎の石鏃１点

が出土した。破片では、土師器の甕等18点、坏５点及び鉄器片１点が出土した。遺物は、ピッ

ト１・２の周辺から多く出土している。なお、長径10～20cmの自然の円礫が数点、北側床面か

ら出土した。

［時期］出土遺物から、９世紀後半の住居跡と思われる。



第 ８号住居跡 （第４９図～第５１図）

［位置］Ｋ－３０、Ｌ－３０・３１グリッドに位置する。

［重複］なし。

［平面形 ・規模］北壁 ３ｍ６６ｃｍ・西壁 ３ｍ４０ｃｍであるが、東壁 ・南壁東端は検出で きず、規模

は不明である。北壁 ・西壁を基 に推定すると、東壁 ３ｍ ７ｃｍ・南壁 ３ｍ８０ｃｍで、ほぼ台形 を呈

するものと思われる。主軸方位 は、カマ ド袖残存部 と火床面をもとに、Ｓ－５５°±α－Ｅ、床面積

は１２．８２㎡ と推定 される。

［壁 ・床面］東壁は削平されているため不明であるが、他の ３つの壁 は各壁 とも急な立ち上が

りを呈 し、壁高は南壁 ４ｃｍ前後、西壁 ８～１３ｃｍ、北壁 ６～ ９ｃｍである。床面 はほぼ平坦である

が、地形を反映して東側 の方が若干低い。

［壁溝］検出されなかった。

［柱穴 ・ピッ ト］カマ ド付近の床下から土坑状のピッ トを １個検出した。短軸８５ｃｍ・長軸１０６ｃｍ・

深さ４８ｃｍである。大半 をローム粒や炭化物 を含んだ黒色～暗褐色土で覆われてお り、自然堆積

の様相 を呈 している。規模 ・位置及び覆土等か ら貯蔵穴 と考えられ る。

［カマ ド］削平 された東壁の北寄 りに位置 し、遺存状態は悪い。火床面は両袖の中央 と見 られ

る部分から、直径６５ｃｍのほぼ円形状 に検出された。なお、火床面以外 にも焼土が、 ピット１東

付近及び東壁北半分付近 より検出された。 どちらもカマ ド周辺である。袖はローム質のにぶい

黄褐色土で構築 され、火床面後方からは土師器小甕 ２点が支脚 として出土している。煙道部他

は削平等により検出されなかった。

［堆積土］ ３層 に区分できた。全層 とも黒色土で、 ローム粒 を微量～少量含む。

［出土遺物］床面 ・床面直上から、土師器の甕 ５点、小甕 ・壺 ・高台付皿 （内黒）各 １点及び須

恵器の大甕片 １点が出土 した。 また、カマ ド付近からは、支脚の小甕 ２点がほぼ完形品 として

出土 した。破片では、土師器甕等がデスク トレーで ２分の １箱、同坏１２点、須恵器甕 １点、同

大甕 １点が出土 した。カマ ド周辺から多数出土 している。なお、高台付皿片数点 は北壁西端付

近の床面直上から出土 している。

［時期］出土遺物か ら、 ９世紀後半の住居跡 と思われる。

－ ７５ －
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第 ９号 住 居 跡 （第 ５２図 ～ 第 ５７図 ）

［位 置 ］ Ｇ ・Ｈ －１６・１７グ リ ッ ドに位 置 す る。

［重 複 ］ な し。

［平 面 形 ・規 模 ］ 北 東 壁 ３ｍ ６２ｃｍ ・南 東 壁 ３ｍ （ピ ッ ト ４を含 む と ４ｍ ２０ｃｍ）・南 西 壁 ２ｍ ７７ｃｍ

（ピ ッ ト ４を 含 む と ４ｍ ２３ｃｍ）・北 西 壁 ３ｍ ６８ｃｍの 隅 丸 方形 を呈 す る。主 軸 方 位 は Ｓ－４４°－Ｅ、床

面 積 は １４．１７㎡ で あ る 。

［壁 ・床 面 ］ 各 壁 と も急 な 立 ち上 が りを呈 し、 壁 高 は北 東 壁 １７～ ２４ｃｍ、 南 東 壁 １２～ １７ｃｍ、 南 西

壁 ２６～ ２９ｃｍ、 北 西 壁 ２８ｃｍ前 後 で あ る。 床 面 に は若 干 の 凹 凸 が 見 られ る。

［壁 溝 ］検 出 され な か った 。

［柱 穴 ・ピ ッ ト］ 柱 穴 状 の ピ ッ トを ２個 、 土 坑 状 の ピ ッ トを ３個 （後 述 ）検 出 し た。 ピ ッ ト ２は

そ の位 置 か らカ マ ドに 関 係 す る も の と考 え られ る。 主 柱 穴 は不 明 で あ る。 各 ピ ッ トの 深 さ は以

下 の通 りで あ る。

Ｐ１… ３９ｃｍ ・Ｐ２… ２２ｃｍ ・Ｐ３… ２３ｃｍ ・Ｐ４… ３２ｃｍ ・Ｐ５… ４６ｃｍ

［カ マ ド］ 南 東 壁 の西 寄 りに位 置 し、 火 床 面 は右 袖 寄 りに、 ３０ｃｍ×４６ｃｍの 不 整 円形 状 に検 出 さ

れ た 。火 床 面 の後 方 の両 袖 中 央 か ら は 、土 師 器 小 甕 の 完 形 品 が １点 支 脚 と し て 出 土 し た。袖 は、

ロ ー ム を多 量 に含 む にぶ い 黄 褐 色 ～ 灰 黄 褐 色 土 で 構 築 され て い る。 煙 道 部 は南 東 壁 よ り９０ｃｍ外

側 へ 突 き出 て 、 地 山 を掘 り込 ん で 構 築 し て い る。 煙 出 し孔 は煙 道 部 よ り緩 や か に 低 く続 き、 底

部 が 平 坦 な ピ ッ ト状 を呈 す る。

［そ の他 の施 設 ］ カ マ ド左 袖 付 近 の床 面 か ら、 短 軸 ５２ｃｍ・長 軸 ６４ｃｍ・深 さ３９ｃｍの 土 坑 （ピ ッ ト １）

を検 出 した 。 土 師 器 甕 片 や 炭 化 物 等 を含 む こ とか ら貯 蔵 穴 と考 え られ る。 また 、 カ マ ド右 袖 付

近 か らは 、 短 軸 １１８ｃｍ ・長 軸 １５５ｃｍ ・深 さ３２ｃｍの 土 坑 （ピ ッ ト ４）を検 出 し た。 全 体 の約 ４分 の ３

は、 南 東 壁 ・南 西 壁 よ り外 方 へ 張 り出 して い る。 覆 土 の 主 体 は ロ ー ム 粒 を４０％ ほ ど含 む軟 らか

い 黒 褐 色 土 で あ る。 さ らに 、 北 東 壁 ほ ぼ 中 央 か ら床 面 中 央 にか け て 、 短 軸 １４０ｃｍ・長 軸 １８０ｃｍ ・

深 さ４６ｃｍの 須 恵 器 大 甕 を 埋 設 した 土 坑 （ピ ッ ト ５）を検 出 した 。

［堆 積 土 ］ ７層 に 区分 で き た。 ロ ー ム粒 を微 量 ～ 多 量 、 焼 土 塊 を微 量 ～ 少 量 含 む黒 褐 色 土 が 主

体 で あ る。 １層 上 部 に小 規 模 な が ら Ｂ－Ｔｍ と思 わ れ る火 山灰 が 認 め られ た 。な お 、第 ３層 ・第

５層 ・第 ６層 は ピ ッ ト ５覆 土 で あ る。

［出 土遺 物 ］ 床 面 ・床 面 直 上 か ら若 干 の 土 師 器 ・須 恵 器 が 出 土 し た。 土 師 器 に は 坏 ・甕 ・小 甕 ・

皿 、 須 恵 器 は長 頸壺 及 び 大 甕 片 で あ る。 こ の他 、 ピ ッ ト １か ら環 状 鉄 製 品 、 ピ ッ ト ５か ら須 恵

器 大 甕 、 覆 土 か ら土 師器 壺 及 び磨 製 石 斧 片 が 、 各 １点 出 土 した。 ま た、 カ マ ド燃 焼 部 か ら は、

土 師器 の 小 甕 １点 が 完 形 品 で 出 土 し た 。破 片 で は 、土 師 器 の甕 等 が デ ス ク トレ ー で １．５箱 、同 坏

が デ ス ク トレー で ４分 の １箱 、 須 恵 器 の 甕 等 が １０点 、 同 大 甕 が ８点 出 土 して い る 。
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 また、カマド右のピット４からは、木の棒（木製品）が１点出土した。さらに、炭化材が床面・

床面直上全体から多量に出土した。大甕は、ピット１周辺、ピット５及び同ピット北北西側か
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ら多数出土している。

［時期］本住居跡は炭化材の出土状況から、焼失家屋と考えられる。火山灰の堆積状況及び出

土遺物から、９世紀後半の住居跡と思われる。



第 １０号 住 居 跡 （第 ５８図 ～ 第 ６５図 ）

［位 置 ］ Ｋ― ３２～ ３４及 び Ｌ～ Ｎ― ３１～ ３４グ リッ ドに位 置 す る 。

［重 複 ］ 住 居 跡 に重 複 す る もの は な い が 、 付 属 す る と考 え られ る外 周 溝 は 、第 ２７号 ・第 ２８号 土

坑 と重 複 す る。 第 ２７号 土 坑 よ り古 く、 第 ２８号 土 坑 よ り新 しい 。 また 、 第 ２９号 ・第 ３０号 土 坑 と重

複 す る と推 定 さ れ るが 、 新 旧 関 係 は不 明 で あ る。

［平 面 形 ・規 模 ］ 東 壁 ４ｍ ８６ｃｍ ・南 壁 ４ｍ ６６ｃｍ ・西 壁 ４ｍ ８４ｃｍ ・北 壁 ４ｍ８２ｃｍの ほ ぼ 方 形 を呈

す る。カ マ ド は火 焼 面 だ けで 主 軸 方位 は不 明 で あ る が 、そ の位 置 か ら、Ｓ―７１°±α― Ｅ と推 定 さ

れ る。 床 面 積 は竪 穴 住 居 部 分 が ２２．５４㎡ 、 掘 立 柱 建 物 跡 部 分 を入 れ る と５０．０３㎡ あ る。

［壁 ・床 面 ］ 北 壁 は上 部 が 削 平 さ れ た もの と思 わ れ 、 壁 高 は ２～ ５ｃｍしか な い。 そ の他 の壁 は

急 な 立 ち上 が りを呈 し、 壁 高 は東 壁 ５～ ８ｃｍ ・南 壁 ６～ １０ｃｍ ・西 壁 １０～ １９ｃｍで あ る。 覆 土 は全

体 的 にか な り削 平 さ れ て お り、床 面 が 一 部 露 出 して い る と こ ろ もあ る。 地 形 を反 映 し て床 面 は

東 側 へ 緩 く傾 斜 し、凹 凸 が 若 干 見 られ る。ほ ぼ 中 央 及 び ピ ッ ト ３付 近 の床 面 は ロ ー ム 質 で 硬 い。

南 壁 中 央 か ら西 に か けて 、 床 面 が ２５ｃｍほ ど、 横 ９３ｃｍ ・縦 ２５０ｃｍの 長 方 形 状 に落 ち こん で い る。

［壁 溝 ］ 各 壁 の直 下 に検 出 し、 東 壁 及 び 西 壁 の 一 部 で途 切 れ る部 分 もあ る が 、 ほ ぼ全 周 す る。

幅 １５～ ４０ｃｍ、 深 さ ４～ ２６ｃｍで あ る。

［柱 穴 ・ピ ッ ト］ 床 面 よ り ２個 、 長 方 形 状 の落 ち 込 み よ り １個 、 壁 溝 よ り１３個 、 柱 穴 状 の ピ ッ

トを検 出 し た。 主 な ピ ッ トの 深 さ は以 下 の通 りで あ る。 何 れ も主 柱 穴 と考 え られ る。

Ｐ１… ４９ｃｍ ・Ｐ２…４１ｃｍ ・Ｐ３… ２６ｃｍ

［カ マ ド］東 壁 北 寄 りに焼 土 を検 出 した 。 １３０ｃｍ×６６ｃｍの不 整 な 楕 円形 を呈 し、 そ の 中 央 西 寄 り

で 、 大 きさ ３０ｃｍ×４０ｃｍの ほ ぼ楕 円 部 分 は特 に焼 け て い る。 お そ ら く こ こが 火 床 面 で あ ろ う。

［掘 立 柱 建 物 跡 ］ 検 出 状 況 よ り、 本 住 居 跡 に付 属 す る もの と考 え られ る。 柱 穴 状 の ピ ッ トを２５

個 検 出 した 。 こ の うち 掘 り方 が対 応 す る ピ ッ トは １～ ６で あ る。 また 、 東 壁 直 上 付 近 よ り ５個

の ピ ッ トを検 出 した が 、 掘 立 柱 建 物 跡 に属 す る も の か 、 住 居 跡 に属 す る もの か は不 明 で あ る。

ま た、 多 数 の ピ ッ トの 配 列 か ら、 掘 立 柱 建 物 跡 は小 か ら大 へ と増 築 され た 可 能 性 もあ る。 主 な

ピ ッ トの 深 さ は以 下 の通 りで あ る。 これ 以 外 の ピ ッ トの 深 さ は ８～ ４５ｃｍで あ る。 な お 、 平 面 図

の 方 に は こ れ ら ピ ッ トの深 さ を全 て 表 示 して い る。

Ｐ１… ４９ｃｍ ・Ｐ２…４９ｃｍ ・Ｐ３… ４６ｃｍ ・Ｐ４… ５４ｃｍ ・Ｐ５… ５１ｃｍ ・Ｐ６… ４５ｃｍ ・Ｐ７…５８ｃｍ ・Ｐ８… ４１ｃｍ

Ｐ９… １８ｃｍ

［外 周 溝 ］ 検 出 状 況 よ り本 住 居 跡 に付 属 す る もの と考 え られ 、 開 口部 を東 壁 に有 し、 馬 蹄 形 状

を呈 す る。 東 側 の両 末 端 部 は と も に膨 らん で 土 坑 状 を呈 し、 深 さ は、 北 側 が ５０ｃｍ前 後 、南 側 は

８０ｃｍ前 後 で 、 両 方 か ら多 量 の遺 物 が 出土 し た。 両 末 端 部 以 外 の深 さ は２０～ ５０ｃｍ前 後 で あ る。 な

お 、 南 側 に は第 ２７号 ～ 第 ３０号 土 坑 が 重 複 等 す るが 、 第 ２９号 ・第 ３０号 土 坑 に つ い て は 、 堆積 状 況

－ ８６ －
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等から外周溝と同時期の可能性が高い。

［堆積土］17層に区分できた。ローム粒を微量含む黒色土が主体である。

［出土遺物］住居内からは、遺物はほとんど出土しなかった。外周溝から、多量の土師器、若

干の須恵器・羽口・鉄滓等が出土した。土師器には、坏・甕・皿・ミニチュア土器、須恵器に

は坏がある。この他に、砥石２点、土玉１点が出土した。なお、覆土からは、鎌とみられる鉄

製品１点が出土している。破片では、土師器の甕がデスクトレーで２箱、同坏が59点、須恵器

の甕等３点、大甕２点、鉄器１点が出土した。遺物は、ほとんど外周溝両東端から出土してい



る。

［時 期 ］ 出 土 遺 物 か ら、 ９世 紀 後 半 の 住 居 跡 と思 わ れ る。

第 １１号 住 居 跡 （第 ６６図 ・第 ６７図 ）

［位 置 ］ Ｇ～ Ｉ―２２～ ２３グ リ ッ ドに位 置 す る。

［重 複 ］ 第 ５号 溝 跡 と重 複 し、 本 遺 構 の 方 が 古 い 。

［平 面 形 ・規 模 ］ 北 東 壁 ・北 西 壁 と も ４ｍ ３４ｃｍで 、 南 東 壁 ・南 西 壁 は、 第 ５号 溝 跡 に切 られ て

い る た め規 模 は不 明 で あ るが 、 そ れ ぞ れ 、 ３ｍ ７４ｃｍ ・４ｍ ６４ｃｍと推 定 され 、 ほ ぼ 隅 丸 方 形 を呈

す る もの と思 わ れ る。 主 軸 方位 は、 Ｎ― ５４°±α－Ｗ 、 床 面 積 は １７．５１㎡ で あ る。

［壁 ・床 面 ］ 各 壁 の 上 部 及 び 覆 土 は か な り削平 され て お り、 壁 高 は北 東 壁 ２～ ４ｃｍ、 南 東 壁 ３

～ １０ｃｍ、南 西 壁 １～ ４ｃｍ、 北 西 壁 ３～ ５ｃｍと全 て １０ｃｍ以 下 で あ る。 床 面 の西 半 分 ほ ど は削 平 さ

れ 掘 り方 の み で あ る。 検 出 され た床 面 に は若 干 の 凹 凸 が 見 られ る。

［壁 溝 ］ 各 壁 の 直 下 に検 出 し、攪 乱 や 第 ５号 溝 跡 と重 複 し て い る と こ ろ を除 け ば 一 周 す る。 幅

５～ １０ｃｍ、 深 さ ２～ ２４ｃｍで あ る。

［柱 穴 ・ピ ッ ト］ 住 居 跡 内 か ら は１０個 の ピ ッ トを検 出 した。 この うち ピ ッ ト ４ ・５は掘 り方 調

査 時 に検 出 した も の で あ る。 主 柱 穴 は不 明 で あ る。 カ マ ド左 袖 付 近 の ピ ッ ト ３は、 短 軸 ４５ｃｍ ・

長 軸 ７０ｃｍ ・深 さ２７ｃｍで 土 坑 状 を呈 す る。 覆 土 か ら土 師 器坏 、 炭 化 物 が 出 土 して い る。 位 置 的 に

カ マ ドに 関係 す る もの で あ ろ う。 主 な ピ ッ トの深 さ は以 下 の 通 りで あ る。

Ｐ１… ５９ｃｍ ・Ｐ２… ５５ｃｍ ・Ｐ３… ２７ｃｍ ・Ｐ４… ３０ｃｍ ・Ｐ５… ２４ｃｍ

［カ マ ド］ 南 東 壁 の 南 隅 寄 り に位 置 す る もの の 、 燃 焼 部 の 約 半 分 及 び煙 道 部 は第 ５号 溝 跡 あ る

い は 削平 に よ り破 壊 され て い る。 火 床 面 は両 袖 に挾 まれ る よ う に検 出 さ れ た 。 な お 、 こ の他 に

も焼 土 が 床 面 の ほ ぼ 中 央 並 び に南 西 壁 の書く攪乱 部 分 付 近 か ら検 出 され た。 袖 は ロ ー ム を含 む黒 褐

色 土 で構 築 さ れ て い るが 、両 袖 と も南 東 壁 に対 して 直 角 で は な く、同 壁 北 側 と は１１０°～ １２０°の 角

度 を 有 し て い る。 南 東 壁 か ら９０ｃｍ外 方 に煙 出 し孔 と見 られ る深 さ１３ｃｍの ピ ッ トを検 出 し た 。 こ

こか ら は土 師 器 の 甕 片 及 び 炭 化 物 が 数 点 出 土 した。

［堆 積 土 ］ ロ ー ム 粒 を含 む 黒 色 土 の １層 の み で あ る 。

［出 土遺 物 ］ 遺 物 は、 ピ ッ ト３ とカ マ ド煙 出 し孔 か ら、 少 量 出 土 した 。 具 体 的 に は、 ピ ッ ト ３

か ら、 土 師 器 の坏 １点 、 ミニ チ ュア 土 器 ２点 、 カ マ ド煙 出 し孔 か ら甕 １点 出 土 して い る。 破 片

で は、 土 師 器 の 甕 が デ ス ク トレ ー で ４分 の １箱 出 土 し た。 な お 、 ピ ッ ト ３ と煙 出 し孔 か ら、 炭

化 材 が 少 量 出 土 し た。

［時 期 ］ 出土 遺 物 よ り、 本 住 居 跡 は ９世 紀 後 半 と思 わ れ る。

（伊 藤 昭 雄 ）

－ ９６ －
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２ 土 坑

平 安 時 代 ほ か の 土 坑 は １９基 あ る が 、覆 土 に含 まれ る土 器 や Ｂ― Ｔｍ 等 よ り、平 安 時代 に属 す る

と考 え られ る土 坑 は、 第 ６号 、 第 １１号 、 第 １５号 、 第 １６号 、 第 １８号 、 第 １９号 、 第 ２３号 、 第 ２６号 、

第 ２７号 、第 ２９号 及 び 第 ３０号 の １１基 で あ る。 時 代 不 明 の も の は 、 第 １２号 、第 １３号 、第 １７号 、 第 ２０

号 、 第 ２２号 、 第 ２５号 及 び第 ２８号 の ７基 で あ る。 この うち 、 第 １２号 、 第 １３号 の ２基 に つ い て は壁

面 が 焼 け 、 焼 土 と化 し て い る。 これ ら時 代 不 明 の もの につ い て は、 確 認 状 況 か らみ て 、 平 安 時

代 以 降 に構 築 ・廃 棄 され た 可 能 性 が 高 い。 た だ し、 第 ２０号 、第 ２２号 の ２基 に つ い て は、 堆 積 土

か ら縄 文 時 代 晩 期 以 降 の可 能 性 が あ る。 な お 、 第 ３１号 土 坑 に つ い て は、 底 面 直 上 か ら採 取 し た

木 炭 の放 射 性 炭 素 年 代 測 定 結 果 が 、 ３０±７０年 Ｂ．Ｐ．（ｂｅｆｏｒｅ ｐｈｙｓｉｃｓ）とい う こ と よ り、 明 治 ～ 昭

和 時 代 の あ る 限 られ た時 期 に使 用 され た もの とい え る。

第 ６号 土 坑 （第 ６８図 ・第 ７３図 ）

［位 置 ］ Ｉ―１２グ リ ッ ドに位 置 して い る。

［重 複 ］ な し。

［平 面 形 ・規 模 ］ 長 軸 ２４０ｃｍ、 短 軸 ２１４ｃｍの 不 整 な 円 形 で 、 深 さ６８ｃｍで あ る。

［壁 ・底 面 ］ 南 ・西 ・北 壁 は ほ ぼ 垂 直 に 立 ち上 が るが 、 東 壁 は や や 緩 や か に立 ち上 が っ て い る。

底 面 はほ ぼ平 坦 で あ る。

［堆 積 土 ］５層 に 区分 で きた。 主 体 は し ま りの あ る黒 褐 色 土 で あ る。 な お 、第 １層 に は Ｂ― Ｔｍ

が 認 め られ た。 そ の 平 面 形 は環 状 、 断 面 形 は盆 状 か つ レ ンズ 状 で あ る。

［出 土遺 物 ］ 覆 土 か ら、 土 師 器 の坏 及 び小 甕 の体 部 破 片 が 各 １点 、 須 恵 器 の大 甕 口縁 部 破 片 及

び長 頸壺 胴 部 片 が それ ぞ れ ４点 と １点 出 土 し た。 土 師 器 の 甕 等 の破 片 は、 デ ス ク トレー で ４分

の １箱 出 土 した 。 他 に 、縄 文 土 器 の高 台付坏 底 部 が １点 、 そ れ 以 外 が 約 ６０点 、 石 器 で は フ レ イ

ク が ２点 、 不 定 形 石 器 （ス ク レ イ パ ー） が １点 出 土 し た。 な お 、 須 恵 器 の大 甕 破 片 は第 ９号 住

居 跡 出 土 の大 甕 に接 合 す る こ とが で きた 。

第 １１号 土 坑 （第 ６８図 ・第 ７３図 ）

［位 置 ］ Ｍ― ２６グ リ ッ ドに位 置 し て い る。

［重 複 ］ な し。

［平 面 形 ・規 模 ］ 長 軸 ２２５ｃｍ、 短 軸 ２００ｃｍの不 整 な 円 形 で 、 深 さ は４８ｃｍで あ る。

［壁 ・底 面 ］ 西 壁 は ほ ぼ 垂 直 に 近 い状 態 で 、 東 ・南 ・北 壁 は緩 や か に立 ち上 が る。 底 面 に は 凹

凸 が認 め られ る。 また 、 西 壁 よ りに深 さ１３ｃｍの ピ ッ トが 掘 り込 まれ て い る 。

－９９ －



［堆 積 土 ］７層 に 区 分 で きた 。第 １層 と第 ２層 に は焼 土 が 混 入 し、第 ３層 ～ 第 ６層 は ロー ム粒 ・

ロ ー ム ブ ロ ッ ク を含 ん だ 黒 色 土 で あ る。

［出 土 遺 物 ］ 覆 土 よ り土 師 器 の ミニ チ ュ ア 土 器 完 形 品 が １点 、 甕 等 破 片 が ９８点 、坏 の 破 片 が １

点 、須 恵 器 の坏 の 破 片 が １点 出 土 し た。

第 １２号 土 坑 （第 ６８図 ）

［位 置 ］ Ｎ ・Ｏ－ ２７グ リ ッ ドに位 置 して い る。

［重 複 ］ な し。

［平 面 形 ・規 模 ］ 長 軸 １７５ｃｍ、 短 軸 １６５ｃｍの ほ ぼ 円形 で 、 深 さ は４０ｃｍで あ る。

［壁 ・底 面 ］ 壁 は緩 や か に立 ち上 が り、 底 面 は ほ ぼ 平 坦 で あ る。 また 、 壁 面 は焼 け て焼 土 と化

し て い る。

［堆 積 土 ］ ３層 に 区分 で き た。 主体 は ロ ー ム 粒 ・ロー ム ブ ロ ッ ク を 多 量 に含 む 硬 い黒 褐 色 土 で

あ る。

［出土 遺 物 ］ な し。

第 １３号 土 坑 （第 ６９図 ）

［位 置 ］Ｏ －２６グ リ ッ ドに位 置 し て い る。

［重 複 ］ な し。

［平 面 形 ・規 模 ］ 長 軸 １６０ｃｍ、 短 軸 １２５ｃｍの 隅 丸 長 方形 で 、 深 さ は４２ｃｍで あ る。

［壁 ・底 面 ］ 壁 は緩 や か に 立 ち上 が り、 壁 の 上 部 は焼 け て焼 土 と化 して い る。 底 面 に は 凹 凸 が

認 め られ 、 中 央 部 が 南 北 に ５ｃｍほ ど一 段 低 くな っ て い る。

［堆 積 土 ］ ４層 に 区 分 で きた 。 全 体 に ロ ー ム粒 、 炭 化 物 を含 む 黒 褐 色 ～ 黒 色 土 で あ る。

［出 土 遺 物 ］ な し。

第 １５号 土 坑 （第 ６９図 ）

［位 置 ］ Ｉ－ １６グ リ ッ ドに位 置 して い る。

［重 複 ］ 第 １６号 土 坑 及 び第 ４号 溝 跡 東 端 と重 複 し、 本 遺 構 の 方 が 新 しい 。

［平 面 形 ・規 模 ］ 長 軸 １７３ｃｍ、 短 軸 １６０ｃｍの ほ ぼ 円 形 で 、 深 さ は５２ｃｍで あ る。

［壁 ・底 面 ］ 壁 は や や 緩 や か に立 ち上 が り、 底 面 は ほ ぼ 平 坦 で あ る。

［堆 積 土 ］１２層 に 区 分 で きた 。 全 体 に ロ ー ム 粒 、 ロ ー ム ブ ロ ッ ク を含 む 黒 褐 色 ～ 黒 色 土 で あ る。

［出 土 遺 物 ］ 覆 土 か ら土 師 器 の 甕 等 破 片 が １１点 、 須 恵 器 甕 の破 片 が １点 、 縄 文 土 器 片 が ７点 出

土 した 。

－１００－



第 １６号 土 坑 （第 ６９図 ）

［位 置 ］ Ｉ―１６グ リ ッ ドに位 置 し て い る。

［重 複 ］ 第 １５号 土 坑 と重 複 し、本 遺 構 の 方 が 古 い。

［平 面 形 ・規 模 ］ 全 体 の 形 状 は不 明 だ が 、 調 査 部 分 か ら推 定 して 平 面 形 は ほ ぼ楕 円形 とみ られ 、

規 模 は、 長 軸 １４５ｃｍ （推 定 ）、 短 軸 １２３ｃｍ、 深 さ は３０ｃｍで あ る。

［壁 ・底 面 ］ 壁 はや や緩 や か に立 ち上 が り、 底 面 は平 坦 で あ る。

［堆 積 土 ］ ５層 に区 分 で き た。 主体 は ロ ー ム 粒 を含 む 黒 褐 色 ～ 黒 色 土 で あ る 。

［出土 遺 物 ］ 覆 土 よ り土 師 器 の甕 等 破 片 が ４点 出土 し た。

第 １７号 土 坑 （第 ６９図 ）

［位 置 〕 Ｉ―２０・２１グ リ ッ ドに位 置 して い る。

［重 複 ］ な し。

［平 面 形 ・規 模 ］ 長 軸 ２０３ｃｍ、 短 軸 １４３ｃｍの 隅 丸 長 方形 で 、 深 さ は６２ｃｍで あ る。

［壁 ・底 面 ］ 壁 は ほ ぼ垂 直 に立 ち上 が り、 底 面 に は凹 凸 が 認 め られ る。

［堆 積 土 ］ ６層 に 区 分 で きた 。 主 体 は ロ ー ム 粒 を含 む 黒 色 土 及 び 黒 褐 色 土 で あ る。

［出 土 遺 物 ］ な し。

第 １８号 土 坑 （第 ６９図 ・第 ７３図 ）

［位 置 ］ Ｊ―２３・２４グ リ ッ ドに位 置 して い る。

［重 複 ］ な し。

［平 面 形 ・規 模 ］ 長 軸 ２４０ｃｍ、 短 軸 １３０ｃｍの不 整 な楕 円形 で 、深 さ は７６ｃｍで あ る。

［壁 ・底 面 ］ 東 壁 は袋 状 に掘 り込 まれ 、 北 ・南 ・西 壁 は緩 や か に立 ち上 が る。 底 面 に は 凹 凸 が

認 め られ る。

［堆 積 土 ］ ５層 に 区 分 で きた 。 主 体 は ロー ム粒 を微 量 含 む 黒 色 土 で あ る。 な お、 第 １層 と第 ４

層 の 間 に 、 Ｂ― Ｔｍ が 厚 さ １６ｃｍほ ど挟 在 して い る。

［出 土 遺 物 ］ 覆 土 よ り土 師 器 の坏 破 片 が ３点 出 土 した。

第 １９号 土 坑 （第 ７０図 ）

［位 置 ］ Ｈ― ３５グ リ ッ ドに位 置 し て い る。

［重 複 ］ な し。

［平 面 形 ・規 模 ］ 長 軸 １５０ｃｍ、 短 軸 １３７ｃｍの ほ ぼ 円 形 で 、 深 さ は２８ｃｍで あ る。

［壁 ・底 面 ］ 壁 は緩 や か に 立 ち上 が り、 底 面 に は 凹 凸 が 認 め られ る。 中 央 部 は東 西 方 向 に長 く、
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周囲より７ｃｍほど一段低 くなっている。

［堆積土］１４層に区分できた。全層にローム粒 を含む黒褐色～黒色土である。 また大半の層に

炭化物を含む。

［出土遺物］覆土から、土師器か縄文土器か識別不能の微細な破片が ４点、羽口片 １点及び鉄

器片 １点が出土 した。

第２０号土坑 （第７０図）

［位置］Ｈ―１９グ リッドに位置 している。

［重複］なし。

［平面形 ・規模］長軸８０ｃｍ、短軸７０ｃｍのほぼ円形で、深さは６３ｃｍである。

［壁・底面］壁 は袋状 に掘 り込 まれ、断面がフラスコ状 を呈 している。底面 はほぼ平坦である。

［堆積土］ ３層に区分できた。主体 はローム粒 を微量含む黒色土である。

［出土遺物］なし。

第２２号土坑 （第７０図）

［位置］Ｇ―３０グリッドに位置 している。

［重複］な し。

［平面形 ・規模］長軸１５５ｃｍ、短軸１２４ｃｍの隅丸長方形で、深 さは３６ｃｍである。

［壁 ・底面］壁 は緩やかに立ち上が り、底面 には凹凸が認められる。

［堆積土］ ３層 に区分できた。主体 はローム粒を少量含む黒色土である。

［出土遺物］なし。

第２３号土坑 （第７０図 ・第７４図）

［位置］Ｇ・Ｈ―２７グリッドに位置 している。

［重複］なし。

［平面形 ・規模］長軸１２０ｃｍ、短軸１１０ｃｍの不整円形で、深 さは１７ｃｍである。

［壁 ・底面］北壁 はほぼ垂直に立ち上が り、南壁 は極めて緩やかに立ち上がる。底部 には凹凸

が認められ、北東部 は１０ｃｍほど一段低 くなっている。 また、底面中央部には焼土が薄 く認めら

れる。

［堆積土］ ６層に区分できた。主体は黒色～黒褐色土である。

［出土遺物］底面直上 より土師器の甕底部が １点出土 している。 また、覆土 より甕等破片が ２

点、坏破片が １点出土 した。
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第２５号土坑 （第７１図）

［位置］Ｋ―３８グリッドに位置 している。

［重複］なし。

［平面形 ・規模］長軸１４５ｃｍ、短軸１２３ｃｍの隅丸長方形で、深 さは１６ｃｍである。

［壁 ・底面］壁 は緩やかに立ち上が り、底面はほぼ平坦である。 また南東隅にピッ トが認め ら

れる。

［堆積土］ ２層に区分で きた。黒褐色土が大半を占める。

［出土遺物］なし。

第２６号土坑 （第７１図 ・第７４図）

［位置］Ｈ―３３・３４グ リッ ドに位置 している。

［重複］なし。

［平面形 ・規模］長軸１９４ｃｍ、短軸１４７ｃｍの楕円形で、深 さは４２ｃｍである。

［壁 ・底面］壁はほぼ垂直に立ち上が り、底面 はほぼ平坦である。

［堆積土］８層に区分できた。主体 は黒色～黒褐色土で、確認面にはＢ―Ｔｍ と推定 される火山

灰が認められた。

［出土遺物］覆土 より土師器 の坏、甕底部、小甕口縁部及び完形の皿が、それぞれ ３点、２点、

１点、 １点、須恵器の坏体部下半が １点、羽口片が １点、環状鉄製品が １点出土 した。なお、

土師器の甕等破片 はデスクトレーで ２分の １箱、坏破片は２３点、須恵器甕破片 は１点、坏破片

は１４点出土している。

第２７号土坑 （第７１図）

［位置］Ｎ―３３・３４グリッドに位置 している。

［重複］第１０号住居跡外周溝 と重複 し、本遺構の方が新 しい。

［平面形 ・規模］長軸 は不明であるが、１８５ｃｍと推測 される。短軸は１４０ｃｍ、深さは１９ｃｍである。

平面形 は確認できた部分から、隅丸長方形であると推定される。

［壁 ・底面］壁 は急に立ち上が り、底面には凹凸が認 められる° また西壁から底面中央 にかけ

て焼 けている。

［堆積土］ ４層に区分できた。第 ３層 は焼土層であ り、本遺構 の底部である。なお、第 ４層は

掘 り方である。

［出土遺物］覆土か ら土師器の甕等破片が ５点出土した。
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第２８号土坑 （第７２図）

［位置］Ｍ ・Ｎ―３４グリッドに位置 している。

［重複］第１０号住居跡外周溝 と重複 し、本遺構 の方が古い。

［平面形 ・規模］平面形 は確認できた部分からほぼ楕円形であると推定され る。規模の詳細 は

不明であるが、確認できた部分で長軸２１０ｃｍ、短軸１３６ｃｍ、深 さ６４ｃｍである。

［壁 ・底面］西南 の壁 は袋状に掘 り込まれ、断面がフラスコ状 を呈する。他の壁 はやや緩やか

に立ち上がる。底面には凹凸があ り、大 ・中 ・小 ３つの ピットが認められる。

［堆積土］ ５層 に区分できた。主体 はローム粒を含む黒褐色土である。

［出土遺物］なし。

第２９号土坑 （第７２図）

［位置］Ｍ―３４・３５グリッドに位置している。

［重複］第１０号住居跡外周溝 と重複すると推定されるも、新 旧関係 は不明である。また、第３０

号土坑 とも重複する様相 を呈するが、同じく新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］平面形 は確認できた部分からほぼ円形 と推定される。規模の詳細は不明であ

るが、確認できた部分で直径１７０ｃｍ、深さ５５ｃｍである。

［壁 ・底面］北 ・西壁 は急に立ち上がるが、東 ・南壁はやや緩やかに立ち上がる。底面 は平坦

である。

［堆積土］第１０号住居跡外周溝覆土 も含めて１５層に区分できた。主体 はローム粒 を含む暗褐色

～黒褐色土である。

［出土遺物］覆土か ら土師器の内黒坏片が １点出土した。

第３０号土坑 （第７２図）

［位置］Ｍ －３４・３５グリッドに位置 している。

［重複］第１０号住居跡外周溝 と重複す ると推定 されるも、新旧関係 は不明である。 また、第２９

号土坑 とも重複する様相を呈するが、同じく新旧関係 は不明である。

［平面形 ・規模］平面形は確認で きた部分か らほぼ楕円形 と推定 される。規模 の詳細 は不明で

あるが、確認で きた部分で長軸８７ｃｍ、深 さ６０ｃｍである。

［壁 ・底面］南壁はほぼ垂直に立ち上が り、北 ・東 ・西壁 はやや緩やかに立ち上がる。底面に

は凹凸が認められる。

［堆積土］第１０号住居跡外周溝覆 土上部 も含めて ５層に区分で きた。主体 はローム粒 を含む黒

褐色～暗褐色土である。

―１０４―



［出土遺物］覆土 より土師器の甕破片が２点、縄文土器片が ９点出土 した。

第３１号土坑 （第７１図）

［位置］Ｉ・Ｊ―３６グリッドに位置 している。

［重複］なし。

［平面形 ・規模］長軸２２０ｃｍ、短軸１９０ｃｍの不整隅丸長方形であ り、深さは２８ｃｍである。

［壁 ・底面］壁はやや急に立 ち上が り、底面 には凹凸が認められる。底面中央部 はほぼ南北に

５ｃｍほど一段低 くなっている。また中央部に深さ９ｃｍの小 ピットが掘 り込まれている。 また、

南東の不整な張 り出し部分 を除 く壁面 と底面 は焼 けて硬 い。

［堆積土］ ４層に区分で きた。主体 は軟 らかい黒色土である。

［出土遺物］覆土から土師器の坏破片が １点出土 した。

（伊藤昭雄）

－１０５ －



－ 106 －



－ 107 －



－ 108 －



－ 109 －



－ 110 －



－ 111 －



－ 112 －



－ 113 －

 ３ 焼土遺構（第75図～第80図）

 21基確認したが、第20号以外は全て29ラインより南から検出された。そのいくつかは群を形

成するように分布する。第２表に一覧表として載せる。



この中で、第１３号 は極めて小規模、第１７号 は小規模である。第１６号 は大 １基、小 ３基の計 ４

基で構成 され、それぞれ不整楕円形 を呈す る。第１９号 は東側が調査区外、第２０号 は土坑のよう

に掘 り込みが深い。

また、他の遺構 と重複関係にあるのは、第 ７号、第１３号、第１４号の ３基である。第 ７号焼土

は第 ２号溝に切 られてお り、 この溝 より古い。第１３号焼土 は第 １号溝 に切 られてお り、 この溝

より古い。第１４号焼土は第 １・２号溝に切 られてお り、両溝 より古い。

第 ８号及び第２０号焼土か らは土師器の甕破片が出土していることから、 これら２基について

は平安時代に構築 されたものと考 えられ る。他の１９基の焼土遺構にっいては、確認状況 より平

安時代以降に構築 ・廃棄 されたもの と考えられる。

（伊藤昭雄）

－ １１４ －



－ 115 －



－ 116 －



－ 117 －



－ 118 －



－ 119 －



－ 120 －



４ 溝 跡

第 １号溝跡 （第８１図 ・第８６図）

［位置］Ｏ― ９～Ｇ―４２グリッドに位置 している。

［重複］第 １号 ・第 ７号住居跡、第１３号 ・第１４号焼土遺構及び第 ４号溝跡の ５遺構 と重複 して

おり、全てにおいて本遺構の方が新 しい。

［規模］幅６０ｃｍ～９０ｃｍ、深さ６５ｃｍ～８０ｃｍで、１３５ｍほどの長 さを検出した。

［堆積土］ ４層に区分できた。軟 らかい黒色～黒褐色土が主体である。

［出土遺物］覆土より、縄文時代 の土器片 ９点、平安時代の土師器甕等片３２点、同坏片 ４点、

ミニチュア土器 １点が出土 した。

［時期］遺構の重複関係及び堆積土の状況か ら、平安時代以降に構築されたものと考 えられる

が、正確な時期 は不明である。近代から現代にかけての可能性 もある。

第 ２号溝跡 （第８１図）

［位置］Ｏ―１１～Ｈ―４０グ リッ ドに位置 している。

［重複］第 １号 ・第 ２号 ・第 ７号住居跡、第 ７号 ・第１４号焼土遺構及び第 ４号溝跡の ６遺構 と

重複 しており、全てにおいて本遺構の方が新 しい。

［規模］幅３０ｃｍ～４８ｃｍ、深さ２０ｃｍ～３０ｃｍで、１２０ｍほどの長 さを検出した。

［堆積土］ ２層に区分で きた。主体 は、やや硬 くしまりのある黒褐色土である。

［出土遺物］覆土より、縄文時代 の土器片 １点、平安時代 の土師器甕等破片が ８点、同坏片が

２点、須恵器大甕片が １点出土 した。

［時期］遺構 の重複関係及び堆積土の状況から、平安時代以降に構築されたものと考えられる

が、正確な時期は不明である。近代から現代にかけての可能性 もある。第 １号溝跡 とセ ットに

なって構築 されたもの と考えられる。

第 ３号溝跡 （第８２図 ・第８６図）

［位置］Ｍ― ８～Ｅ―２０グリッドに位置 している。

［重複］第 ４号溝跡 及び小 ピッ ト群 と重複 してお り、本遺構の方が新 しい。また、 ５号溝跡 北

端 とも重複 しているが、 ここでの新旧関係 は不明である。

［規模］幅１０５ｃｍ～１５０ｃｍ、深 さ４３ｃｍ～７０ｃｍで、６２ｍほどの長さを検出 した。Ｋ・Ｊ―１６グリッド

で緩 くカーブする。

［堆積土］１０層に区分で きた。軟 らかい黒色～黒褐色土が主体である。

－ １２１ －



［出土遺物］覆土 より、縄文時代の土器片が１８０点、石器 ７点（スクレイパー １点、フレイク６

点）、平安時代の土師器甕等破片１３点、同坏 片 ７点、須恵器の甕破片が １点出土 した。

［時期］遺構の重複関係及び堆積土の状況か ら、平安時代以降に構築 されたもの と考えられる

が、正確 な時期 は不明である。

第 ４号溝跡 （第８３図 ・第８６図）

［位置］Ｏ―１５・１６～Ｉ―１６グリッドに位置 している。

［重複］第 １号、第 ２号、第 ３号溝跡及 び第１５号土坑の ４遺構 と重複 してお り、全てにおいて

本遺構 の方が古い。

［規模］幅５５ｃｍ～８０ｃｍ、深さ１５ｃｍ～５５ｃｍで、２４．４ｍほどの長さを検出した。

［堆積土］ ６層に区分できた。全体にローム粒 ・ロームブロックを含む黒色～暗褐色土及び褐

色土である。

［出土遺物］覆土か ら、縄文時代の土器片が ４点出土した。

［時期］遺構の重複関係、出土遺物及び堆積土の状況か ら、縄文時代以降に構築 されたものと

考えられ るが、正確な時期 は不明である。

第 ５号溝跡 （第８４図）

［位置］Ｇ―１９～Ｈ―２９グ リッドに位置 している。

［重複］第１１号住居跡 と重複 してお り、本遺構の方が新 しい。 また、北端が第 ３号溝跡 と、南

端が第 ７号溝跡 と重複するが、新旧関係 は不明である。

［規模］幅３５ｃｍ～５５ｃｍ、深さ８ｃｍ～１９ｃｍで、４５．５ｍほどの長 さを検出した。

［堆積土］ ４層に区分できた。主体 は黒色～黒褐色土である。

［出土遺物］覆土 より、平安時代の土師器甕等破片が ４点、同坏片が １点出土 した。

［時期］遺構 の重複関係及び堆積土の状況から、平安時代以降に構築された ものと考えられる

が、正確な時期は不明である。近代から現代にかけての可能性 もある。第 ６号溝跡 とセッ トに

なって構築 された可能性 も考えられる。

第 ６号溝跡 （第８４図 ・第８６図）

［位置］Ｆ―２１～Ｆ―３７グリッドに位置 している。

［重複］中央部付近で第 ７号溝跡 と重複 しているが、新旧関係 は不明である。

［規模］幅４５ｃｍ～８０ｃｍ、深 さ８ｃｍ～１８ｃｍで、４８．８ｍほどの長 さを検 出した。

［堆積土］ ３層に区分で きた。主体 は黒色～黒褐色土である。

－ １２２ －



［出土 遺 物 ］Ｇ― ２８グ リ ッ ド内 覆 土 よ り、 須 恵 器 長 頸 壺 の 口縁 ・頸 部 が １点 出土 し た。 他 に 土 師

器 甕 等 の 破 片 ７点 が 出土 して い る。

［時 期 ］ 出 土 遺 物 及 び堆 積 土 の状 況 か ら、 １０世 紀 前 半 に構 築 され た可 能 性 が 高 い 。

第 ７号 溝 跡 （第 ８２図 ）

［位 置 ］ Ｈ― ３０～ Ｅ― ３０グ リ ッ ドに位 置 して い る。

［重 複 ］ 第 ５号 、 第 ６号 溝 跡 と重 複 す る が 、 新 旧関 係 は不 明 で あ る。

［規 模 ］ 幅 ２５ｃｍ～ ４５ｃｍ、 深 さ ８ｃｍ～ １７ｃｍで 、 １３ｍ ほ どの 長 さ を検 出 した 。

［堆 積 土 ］ 黒 色 土 の １層 の み で あ る。

［出 土 遺物]覆 土 よ り平 安 時 代 の土 師 器坏 片 が １点 出 土 し た。

［時 期 ］ 出 土 遺 物 及 び 堆 積 土 の 状 況 か ら、 平 安 時 代 以 降 に構 築 され た もの と考 え られ るが 、正

確 な 時 期 は不 明 で あ る。

第 ８号 溝 跡 （第 ８２図 ）

［位 置 ］ Ｌ― ２２～ Ｉ―３３グ リ ッ ドに位 置 して い る。

［重 複 ］ な し。

［規 模 ］ 幅 １２ｃｍ～ ３５ｃｍ、 深 さ ２ｃｍ～ １０ｃｍで 、 ４２．６ｍ ほ どの 長 さ を検 出 した 。

［出土 遺 物 ］ 覆 土 よ り土 師 器 甕 等 の 破 片 が ２点 出 土 した。

［時 期 ］ 出 土 遺 物 及 び堆 積 土 の状 況 か ら、 平 安 時 代 以 降 に構 築 さ れ た もの と考 え られ るが 、 正

確 な時 期 は不 明 で あ る。

第 ９号 溝 跡 （第 ８５図 ）

［位 置 ］Ｋ― １７～ Ｌ― １９グ リ ッ ドに位 置 して い る。

［重 複 ］ な し。

［規 模 ］ 幅 １０ｃｍ～ ３５ｃｍ、 深 さ ２ｃｍ～ １１ｃｍで 、 １１ｍ ほ ど の長 さ を検 出 した 。

［堆 積 土 ］ 黒 色 土 の １層 の み で あ る。

［出 土 遺 物 ］ な し。

［時 期 ］ 不 明 で あ る。

第 １０号 溝 跡 （第 ８４図 ）

［位 置 ］ Ｉ－ １５・１６グ リ ッ ドに位 置 し て い る。

［重 複 ］ な し。

－ １２３ －



［規 模 ］ 幅 ５５ｃｍ～ １００ｃｍ、 深 さ １７ｃｍ～ ３０ｃｍで 、 ４ｍ ほ どの長 さ を検 出 し た。

［出 土 遺 物 ］ な し。

［時期 ］ 不 明 で あ る 。

第 １１号 溝 跡 （第 ８５図 ）

［位 置 ］ Ｄ― ３８～ Ｅ― ４０グ リ ッ ドに位 置 して い る。

［重 複 ］ な し。

［規 模 ］ 幅 ２２ｃｍ～ ３２ｃｍ、 深 さ ５ｃｍ～ ２９ｃｍで 、 ７ｍ ほ ど の長 さ を検 出 し た。

［出土 遺 物 ］ 覆 土 よ り、縄 文 時 代 か 平 安 時代 の 区別 の つ か な い 土 器 片 が ４点 出 土 した。

［時 期 ］ 不 明 で あ る。 第 １２号 溝 跡 とセ ッ トに な っ て構 築 さ れ た もの と考 え られ る。

第 １２号 溝 跡 （第 ８５図 ）

［位 置 ］ Ｄ― ３９・４０グ リ ッ ドに位 置 して い る。

［重 複 ］ な し。

［規 模 ］ ７３ｃｍ～ ８０ｃｍ、 深 さ４１ｃｍ～ ８６ｃｍで 、 ７ｍ ほ どの長 さ を検 出 し た。

［堆 積 土 ］ 土 層 断面 図 は作 成 して い な い が 、 主体 は黒 色 ～ 黒 褐 色 土 及 び 暗 褐 色 土 で あ る。

［出 土 遺 物 ］覆 土 よ り、 縄 文 時 代 の 土 器 片 が １２点 、 平 安 時 代 の 須 恵 器 甕 等 破 片 が ２点 出土 した 。

［時 期 ］ 出土 遺 物 及 び 堆 積 土 の 状 況 か ら、 平 安 時 代 以 降 に構築 され た もの と考 え られ るが 、 正

確 な 時 期 は不 明 で あ る。

第 １３号 溝 跡 （第 ８３図 ）

［位 置 ］ Ｉ―３８・３９グ リ ッ ドに位 置 して い る。

［重 複 ］ な し。

［規 模 ］ 幅 ３７ｃｍ～ ５１ｃｍ、 深 さ５ｃｍ～ ２５ｃｍで 、 ４．６ｍ ほ どの長 さ を検 出 した 。

［出土 遺 物 ］ な し。

［時 期 ］ 不 明 で あ る。

（伊 藤 昭 雄 ）

－ １２４ －



－ 125 －



－ 126 －



－ 127 －



－ 128 －



－ 129 －



－ 130 －



第Ｖ章 遺構外出土遺物

第 １節 縄文時代の遺物

遺構外から出土 した縄文時代の遺物 は段 ボール箱で２２箱分である。 その出土の分布 は調査区

域の北側―調査区域の北端の沢から１５ラインまでの区域に集中 している。以下、土器、石器、

土製品等について記述する。

１ 縄 文 土器

Ｉ群土器 （第８７図 １・２）

縄文時代早期末葉から前期初頭にかけての土器で、数点の出土である。

Ⅱ群土器 （第８７図～第９６図）

縄文時代後期前葉の土器で、出土土器の大部分を占めている。深鉢形土器が多 く出土 してい

る。

１類 沈線文が主体の土器で、平行沈線文、円形文、楕円形文、渦巻 き状文、Ｓ字状沈線文、

格子状の沈線文が施文 されているもの （１、 ２、 ４、 ５、２６～６６ １０３～１０５）。

口縁には波状口縁 と平縁 とがあり、波状口縁の頂端部 には刻み目が見 られるものが多い。

文様は ２～ ３状の沈線文で施文されるものが多い。

２類 櫛目状沈線文が施文されているもの （６７～７０）。

沈線間に櫛歯状の工具を用いて施文 したものが多 く見 られる。全般 に出土数 は少ない。

３類 粘土紐の張 り付け （隆帯）が見 られるもの （７４～８１）。

波状 口縁の頂端部に粘土紐を弧状あるいはボタン状に張 り付けているもの、波状部分の

垂下部 に８の字状 ・Ｙ字状 ・楕円形状に張 り付けているものがある。隆帯上に刺突文が見

られるもの もある。また、隆帯を縁 どるように沈線が施文されている隆沈線 のものも多 く

見 られ る。全般に出土数 は少ない。

４類 磨消縄文が施文 されているもの （３、 ６～１３ ８２～９９）。

深鉢 ・鉢 ・壺等に見 られ、 Ｌ及びＬＲ縄文による充填縄文がほとんどである。

５類 無文及び縄文施文の もの （１０６～１０９）。

Ⅲ群土器 （第２２図１５～１８）

縄文時代晩期の土器で、遺構外か らは出土 していない。第１４号土坑か ら少量出土 したのみで

ある。 （畠山 昇）
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２ 石 器 （第 ９７図 ～ 第 １０５図）

遺 構 外 か ら 出土 し た石 器 は以 下 の 通 りで あ る。

石 鏃 （１） １点 。 平 基 有 茎 鏃 。 両 面 と も、 比 較 的 丁 寧 な調 整 が 加 え られ て い る。

石 錐 （２ ・３） ２点 。 ２は凸 基 有 茎 鏃 に似 た 形 状 で 、 中 央 部 が 肉 厚 で あ る。 ３ は剥 片 の縁 辺

に浅 い調 整 を加 え、 一 端 を錐 部 と して い る。

石 匙 （４～ ６） ３点 。 い ず れ も縦 型 で 、 つ まみ 部 の抉 りは小 さ い。 ４に は、 ほ とん ど調 整 が

加 え られ て い な い 。

石 箆 （８ ・９） ２点 。 基 部 が や や す ぼ ま り、 刃 部 に 向 けて 幅 広 と な る形 状 で あ る。

不 定 形 石 器

Ａ ：ス ク レイ パ ー の 類 （７、 １０～ １８ほ か ） ２５点 。

急 斜 度 の 調 整 の 刃 部 を持 ち 石 箆 に似 た 形 状 の も の （８、１０～ １３）、一 端 が 尖 頭 状 の もの （１５）、

は剥 片 の側 縁 部 に浅 い 調 整 が加 え られ て い る も の （１４～ １８、 ２１、 ２３、 ２５な ど） 等 が あ る。

７は大 石 平 型 石 箆 の 頭 部 破 片 の可 能 性 が 考 え られ る 。

Ｂ ：Ｒ― フ レ イ ク の類 （３５～ ４４ほ か ） ２７点 。

剥 片 の一 部 に簡 単 な 細 部 調 整 が 加 え られ て い る もの で あ る。

剥 片 （４５、 ４６） １０９点 。 ４５は黒 曜 石 の 剥 片 で あ る。

磨 製 石 斧 （５６～ ５８） ３点 。 い ず れ も基 部 破 片 で あ る。

敲 磨 器 （４７～ ５４） ９点 。 この う ち ６点 が 平 坦 面 の 中央 付 近 に 凹孔 が 見 られ 、 い わ ゆ る凹 石 と

磨 石 との 複 合 石 器 で あ る。 平 坦 部 の 凹 孔 に は浅 い も の （これ に は軽 い 敲 打 痕 の 見 ら れ る もの も

含 ん で い る）とや や 深 い もの が あ る。 ま た、 平 坦 部 は磨 か れ て 滑 らか に な って い る もの もあ る。

これ に は、 花崗 岩 を石 材 と した もの に多 い 。 側 面 部 は両 側 面 が 利 用 され 磨 痕 と敲 打 痕 とが 単 独

ま た は複 合 して 見 られ 、使 用 面 は平 坦 気 味 に な っ て い る の が 一 般 的 で あ る。 しか し、 ４７・５０の

側 面 は敲 打 に よ り波 うっ て お り、 と くに４７は指 を そ ろ え る の に都 合 が よ い よ う に な っ て い る。

石 皿 （５５） １点 の 出土 で あ る。 （畠 山 昇 ）

３ 土 製 品 （第 １０５図 ）

土 偶 （５９） 右 肩 部 の破 片 が １点 出 土 して い る。

キ ノ コ 型 土 製 品 （６０） １点 の 出土 で あ る 。

円 盤 状 土 製 品 （６１・６２） 土 器 片 を円 形 また は楕 円形 に加 工 した もの で 、 ２点 の 出 土 で あ る。

鐸 形 土 製 品 （６３） １点 の 出 土 で あ る。 （畠 山 昇 ）
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第 ２節 平安時代ほかの遺物

１ 土 師 器 （第 １０６図 ）

復 原 で きた もの は １個 体 もな い 。 坏 片 は１３９片 、 甕 等 破 片 は５３片 ＋ デ ス ク トレー ５．４箱 分 出土

した。

（伊藤昭雄 ）

２ 須 恵 器 （第 １０６図 ）

実 測 した の は 、 坏 ２点 、 甕 １点 の計 ３点 で 、 完 形 品 は １点 も な い。 ３点 と も胎 土 分 析 を行 っ

た が 、 坏 ２点 は産 地 不 明 、 甕 は新 潟 県 佐 渡 の 小 泊 窯 群 産 で あ っ た。

Ｇ― ３４グ リ ッ ドⅢ 層 出 土 の 坏 は、割 れ 口 が １層 の み で 、灰 白色 （Ｎ８／０）を呈 す る。Ｉ― ５グ リッ

ドⅡ 層 出土 の坏 は、 割 れ 口 が ３層 で 、 サ ン ドイ ッチ状 で あ る 。 外 側 の厚 さ は、 一様 に約 １ｍｍ、

中 は最 大 約 ４ｍｍあ る。内 外 面 は灰 白色 （７．５Ｙ８／１）、中 は浅 黄橙 色 （１０ＹＲ８／４）を呈 す る。Ｍ― ３１グ

リ ッ ドⅡ ・Ⅲ 層 出土 の 甕 は底 部 付 近 と考 え られ 、 割 れ 口が 基 本 的 に ５層 で 、 サ ン ドイ ッチ状 で

あ る。 内面 は灰 白色 （５Ｙ７／１）、外 面 は灰 白色 （５Ｙ８／１）、 中 央 部 は灰 白色 （５Ｙ７／２）、そ し て 内外 面

と中 央 部 の 間 ２層 は、 浅 黄橙 色 （１０ＹＲ８／４）を呈 す る。 ５層 中 最 も厚 い の は 中央 部 で 、 ３～ ９ｍｍ

あ る。 な お 、 内 外 面 と中 央 部 の 間 に見 られ る浅黄橙 色 層 は、 一 部 中 央 部 に まで 拡 が って い る。

上 の 他 に 、 坏 片 １１点 、 大 甕 片 １２点 、 甕 ・壺 等 そ の 他 の破 片 は １０６点 出 土 して い る。

（伊藤昭雄 ）

３ 鉄 器

鉄 器 片 は ８点 出 土 して い る。

（伊藤昭雄 ）

４ そ の他 の遺 物 （第 １０６図 ・第 １０７図 ）

砥 石 が ４点 、 砥 石 片 が １点 、 ２１ラ イ ン よ り北 か ら出 土 した 。 こ の うち ４点 は、 １０ラ イ ン よ り

北 か ら出 土 して い る。 石 質 は全 て凝 灰 岩 ～ 細 粒 凝 灰 岩 で あ る。 な お 、 ３点 に つ い て は、 平 安 時

代 の もの と考 え られ る。

陶 磁 器 片 は２９点 出 土 して い る。 これ 以 外 に 、肥 前 陶 器 片 ７点 （この う ち ４点 はⅣ 期 ）、 唐 津 片

１点 、 近 世 の 火 鉢 片 １０点 、近 現 代 陶 磁 器 片 ６点 が 出土 して い る。
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 上以外に、古銭７点、現代の１円玉が１点出土している。古銭について判読できたものは寛

永通宝４点である。

                                    （伊藤昭雄）



第Ⅵ章 調査の成果

第 １節 縄 文 時 代

１ 検 出遺 構

（１）竪穴住居跡

竪穴住居跡 は１軒 しか検出されなかった。住居跡の所属時期 は、出土土器から、縄文時代後

期前半の十腰内 Ｉ式期 と考えられる。平面形は楕円形を呈 し、ほぼ中央に地床炉 をもつ。柱穴

配置 は不明であるが、北壁の中央が階段状の段差 を有 している。

住居跡が検出された位置は、小 ピット群の外縁部 にあたり、その長軸方向 は２号掘立柱建物

跡 とほぼ同方向を向いている。今回の調査では １軒だけであるが、調査区域外 にも数軒存在 し

ている可能性が考えられる。

（２）掘立柱建物跡

掘立柱建物跡 は２基検出した。あたかも、住居跡 と小 ピット群 との中間に位置 しているよう

にも見 える。 ピットか ら出土 した遺物はともに十腰内 Ｉ式土器であることか ら、当該時期の所

産 と考 えられ る。

形態 は、第 １号が １間×２間の長方形プラン、第 ２号は長六角形を呈 した、いわゆる亀甲型

プランである。長軸方向は直交するように位置 している。

各 ピット問の寸法は、第 １号 は短辺 （南西～北東）が３６０ｃｍ～３６８ｃｍで、平均すると３６４．５ｃｍ、

長辺 （南東～北西）が３０６ｃｍ～３１５ｃｍで、平均すると３１１．０ｃｍである。

同様 に第 ２号 は、短辺 （北西～南東、南～北）が１８０ｃｍ～１８９ｃｍで、平均すると１８６．Ｏｃｍ、長辺

（南西～北東）が３６８ｃｍと３７０ｃｍで、中軸線は４７０ｃｍである。 また、中軸線上の ２個のピットを除

いて、ピッ ト２と６、 ピッ ト３と５の間の寸法はそれぞれ３５８ｃｍ、３６０ｃｍである。 この寸法は第

１号の短辺方向の柱間 とほぼ同じ寸法である。

第 １号 と第 ２号 とは平面形が異なっているが、各 ピッ ト間の寸法 は近似 した数値 を示 してい

る。

（３）土 坑

調査区域の北側 に集中して検出されてお り、 とくに第 １号 ・第 ２号掘立柱建物跡の南側、Ｆ
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－１１～Ｈ－１２グリッドで囲まれた区域に多い。

検出 した１２基の土坑のうち、出土遺物か ら構築時期 を見 てみると、第 １～ ３、 ５、 ７～１０、

２１、２４号土坑 は縄文時代後期前半の十腰内 Ｉ式期、第１４号土坑 は縄文時代晩期 の大洞 Ｂ式期で

ある可能性が考えられる。

また、第２１号土坑 は風倒木により大部分を破壊 されているが、土器埋設遺構の可能性 も考え

られる。

（４）小 ピット群

調査区の北側の区域から、性格の不明な小 ピッ トをおよそ１００個ほど検出した。ピッ トの一部

は、縄文時代以外の ものが含まれている可能性があるが、堆積土の状況や出土遺物か ら、大部

分が縄文時代後期前半の十腰内 Ｉ式期 の所産 と考えられる。

この種の小 ピット群 は本県六ヶ所村の富ノ沢遺跡や大石平遺跡、上尾駮遺跡等でも類例が報

告されているが、墓域 に関わる遺構の可能性が考えられている。

（５）まとめ

検出 した遺構数 は少ないが、住居跡、土坑、掘立柱建物跡、土器埋設遺構、小 ピット群が集

中して検 出され、小規模 なが らも当時の集落の様相 を示 している。

調査区域外にも当該時期の遺構の存在が考えられるが、平成 ６年度 の野尻 （４）遺跡の調査

では沢の向かい側 には、縄文時代の遺構 は検出 されなかったし、遺物 もほとんど出土 していな

い という。 したがって、集落の規模 は調査区の両側 に幾分広がるくらいの規模 と考えられる。

２ 出土 遺物

（１）土 器

縄文式土器の出土量は段ボール箱で２５箱分である。第 Ｉ群土器及び第Ⅲ群土器が少量出土 し

ているが、 ほとんどが第Ⅱ群土器である。

第 Ｉ群土器 は縄文時代早期末葉か ら前期初頭にかけての土器で、数点の出土である。

第Ⅲ 群土器 は縄文時代晩期の土器で、大洞Ｂ式に比定 される。第１４号土坑から少量出土 した

のみである。

第Ⅱ 群土器 は、遺構が検出された調査区の北側に集中して出土 している。深鉢形土器が大部

分を占め、鉢、台付 き鉢、壺、 ミニチュア土器等が少量出土 している。 ここでは、 もっとも多

量に出土 した深鉢形土器について、文様上の特徴を見てみたい。

深鉢形土器の器形は、口縁が若干外反するか直立 し、胴部のふ くらみは上半部か口縁近 くに
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有するものが多い。口縁 には波状口縁 と平口縁 とがあ り、波状 口縁には４～ ６個の波状部 を有

している。体部文様 は器高の半分か、あるいはこれよりやや下った部分か ら上部に集中し、文

様帯下部 は平行沈線文で区画されているものが多い。

施文文様 には沈線文を主体 としたものが多 く見 られる。磨消縄文のものもやや多 く見 られる

が出土量 はそれほどで はない。 このほかには、櫛目状沈線文、隆沈線、縄文、無文等が少量出

土 している。

口頸部 には平行沈線文や円形文、楕円形文等が施文されているものや、粘土紐の張 り付 け等

が見 られるものがある。 また、隆帯上に刺突文が付 されているものも少数見 られる。 これらの

文様は、波状口縁の土器の場合には波状部分 に対応 して施文 されている。また、口頸部が無文

の ものも少数見 られる。

胴部 には口縁波状部に対応 した文様構成 をとるものが多い。 これには、 Ｓ字状 ・渦巻 き状等

の文様が横位に展開 しているもの、縦位 ・斜位 ・弧状の沈線文が見 られるもの等がある。平口

縁の土器 の場合 は、口縁部文様帯 に施文 した円形文 に呼応 して先の文様が展開されている。 ま

た、胴部文様 には格子状の沈線文や網目状撚糸文等が見 られるものも少量見 られる。

以上のような特徴を持つ第Ⅱ群土器は、従来の編年に照 らして考 えると、縄文時代後期前葉

の十腰内 Ｉ式に相当す る。

（２）石 器

今回の調査で出土 した石器は以下の表の通 りである。

石鏃 は３点の出土である。平基無茎 １点、平基有茎 １点、欠損 １点である。

石錐 は２点の出土である。 １点は石鏃 に似 た形状で、石鏃の未製品を利用 したのかもしれな

い。 もう １点 は剥片の一端 に調整 をくわえたもので小さな頭部を持 っている。

石匙 は ３点の出土である。いずれ も縦型石匙で、つ まみ部の抉 りは浅い。

石箆 は３点の出土である。 うち １点 は大石平型石箆 （５号住居跡出土）で、他の ２点は基部

か ら刃部 に向かって広がる、一般的な形状の ものである。

不定形石器 は６４点の出土である。いわゆるスクレイパーが３１点、Ｒ－フレイクが３３点である。
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剥片 は１２９点の出土である。黒曜石が １点含 まれる。

以上の剥片石器及び剥片の石材 は珪質頁岩が主体であり、ほかに玉髄、玉髄質珪質頁岩、凝

灰岩、細粒凝灰岩、黒曜石、鉄石英等がある。

磨製石斧は５点の出土である。すべて、頭部片である。石材 は緑色凝灰岩が ２点で、頁岩、

輝緑岩、細粒凝灰岩が １点ずつである。

敲磨器 は１１点の出土である。石材 は花崗岩が ９点 と多 く、安山岩、細粒凝灰岩が各 １点であ

る。

石皿は ４点の出土である。完形品が １点あるが（６号住居跡出土）、他 は破片である。石材 は

凝灰岩 ３点、安山岩 １点である。

以上見てきたように、石器の出土数 はそれほど多 くない。 また、石器組成では石槍 を欠いて

いる。これ らの石器 は、出土土器か ら第Ⅱ 群土器 に伴 うもの と考 えられる。

（畠山 昇）
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第 ２節 平安時代

今回の調査 により検出 した、縄文時代 を除 く遺構 （主 として平安時代）は、住居跡１０軒、土

坑１９基、焼土遺構２１基、溝跡１３条である。 このうち、住居跡 と出土遺物 （土師器 ・須恵器）に

ついて、若干のまとめを行 うことにする。

１ 住居跡

住居跡 の時期 については、それか らの出土土器及び降下火山灰 を基に推定 した。前者を基 に

した時期推定については、当センターの三浦圭介調査第二課長によるものである。後者におい

ては、第 ９号住居跡確認面 （覆土第 １層上部）にのみ、Ｂ―Ｔｍ とみ られる降下火山灰を確認 し

た。この火山灰 については、残念ながら蛍光 Ｘ線分析にかけていないので、推定の域 を出ない

が、肉眼上並びに感触上 Ｂ―Ｔｍ に酷似するものである。

上か ら、これ ら住居跡群を時期別に二分 して、変遷をみたのが第１０９図である。時期が重複す

る部分 もあるが、各時期の住居跡の概要を以下に述べたい。

（１） ９世紀中頃から後半

第 １号か ら第 ４号までの ４軒である。床面積 は２５．４５㎡か ら４０．３０㎡ まである。４０．３０㎡ は第 １

号で、本遺跡では最大である。第 ２号について は、西側四半分が調査 区域外にあるため不明で

あるが、検出された部分が７．５１㎡であることか ら、１０㎡内外 と推定 される。

住居の主軸方位 は、北西が第 １・４号の ２軒、東が第 ２・３号の ２軒である。

カマ ドの設置 された位置 は、北西壁 中央に位置するものが第 １・４号の ２軒、東壁の南寄 り

に位置するものが第 ２・３号の ２軒である。後者 は壁長の ４分の １のところに位置 している。

カマ ドの構造は全て半地下式で、煙道部が検出されたのは第 １・３号の ２軒であ り、 ともに長

い。煙出し孔は煙道部より若干低 くなっている。第 １号の袖及び天井部 は、粘土 と礫で構築さ

れているが、他の住居は粘土が使用 されているのみである。なお、第 ４号では新旧のカマ ドが

検出され、どちらにも土師器の甕等が支脚 として使用 されているのが確認された。
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柱穴配置の分 るものは第 １・４号の ２軒である。 ともに４本の主柱穴が検 出され、後者にお

いては柱痕が ２本確認された。

付属施設 としては、第 １・４号では炉、第 ２号で は床下土坑、第 ３号ではカマ ド左袖脇に貯

蔵穴 とみられるピットが検出された。

壁溝は全てに検出され、第 ３号以外 は一周する。第 ３号 もカマ ドを有する東壁に一部ないの

みである。

第 ３・４号は、炭化材の出土状況から焼失家屋 とみられる。前者についてはカマ ド左脇 ピッ

ト１覆土から採取 した木炭の放射性炭素年代 はＡ．Ｄ．４４０年 という値が出ている。出土土器を基に

した時期 より４００年強古いことになる。

出土土器の接合から住居の関係を捕 えると、第 ４号 と次に述べる第 ９号 は、それぞれ床面 ・

床面直上出土の土器 において、接合できるものが少な くなく、同時期の可能性がかな り高い。

（２） ９世紀後半

第 ５号及び第 ７号か ら第１１号までの合せて ６軒である。床面積は７．３０㎡から２２．５４㎡ まである。

第１０号については、掘建柱建物跡部分 も入れると５０．０３㎡ある。

住居の主軸方位 は、南東が第 ５・７・９・１１号の４軒、東が第 ８・１０号の ２軒である。

カマ ドの設置された位置 は、南東壁中央に位置するものが第 ７号の １軒、南東壁の西寄 りに

位置するものが第 ５・９・１１号の３軒、東壁の北寄 りに位置するものが第 ８・１０号の ２軒であ

る。第 ５・８・９ ・１１号は壁長の ３分の １、第１０号は壁長の ４分の １のところにそれぞれ位置

している。カマ ドの構造は、第 ５・７・９号 は半地下式であり、第 ８・１１号 については半地下

式と推定される。煙道部が検出されたのは第 ７・９号の ２軒であ り、 ともに長い。煙出し孔は

煙道部より若干低 くなっている°なお、第１１号 については、煙出し孔 とみられるピットが南東

壁 より９０ｃｍ外方に検出され、しか も両袖 は同壁北側 とは１１０°～１２０°の角度 を有する。火床面

とみられるもののみ検出された第１０号 を除 くと、他は皆袖 に粘土が使用 されている。 また、第

８・９号については、土師器の小甕が支脚 として使用 されているのが確認 された。

柱穴配置の分るものは第 ７・１０号の ２軒である。第 ７号は ２隅に、第１０号 はピット３個を確

認 し、 どれも主柱穴 とみ られる。

付属施設 としては、第 ８・９号で は床下土坑、第 ９号では須恵器埋設土坑及びカマ ド右袖脇

に張出 した土坑、第１０号では掘立柱建物跡及び外周溝、第１１号ではカマ ド左袖脇に貯蔵穴 とみ

られるピットがそれぞれ検出された。

壁溝は第 ５・１０・１１号の３軒 にのみ検出され、ほぼ全周する。

第 ９号は、炭化材の出土状況から焼失家屋 とみられ、カマ ド燃焼部直上から採取 した木炭の

－ １６２ －



－ 163 －

放射性炭素年代はＡ.Ｄ.440年という値が出ている。出土土器を基にした時期より450年ほど古

いことになる。なお、第11号住居跡ピット3覆土から採取した木炭の放射性炭素年代はＡ.Ｄ.700

年で、出土土器を基にした時期と大差はない。

 出土土器の接合から遺構の関係を捕えると、前述以外に、第10号住居跡外周溝と第26号土坑

は、それぞれの覆土から出土した土器片数点が接合でき、同時期の可能性がかなり高い。

 最後に第10号住居跡については、竪穴住居跡に掘立柱建物跡及び外周溝が伴っている。昭和

62年に調査された六ヶ所村の発茶沢（１）遺跡においては、竪穴住居跡に掘立柱建物跡が併設さ

れているものが10軒検出されている。掘立柱部分はカマド側に全てあり、竪穴の外側で、カマ

ドのある壁側を除く三方に土盛が造られているものがある。また、平成２～４年に調査された

青森市の朝日山遺跡では、竪穴住居跡に掘立柱建物跡及び馬蹄形の外周溝が隣接しているもの

がいくつかみられた。県による平成５・６年の浪岡町管内での、本遺跡を除く発掘調査でもこ

のような３点セットの遺構が次々検出されてきている。           （伊藤昭雄）
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２ 土 師器

本 遺 跡 に お い て最 も多 く出 土 し た遺 物 で あ る。 復 原 で きた もの は全 て遺 構 内 出 土 の も の で あ

る。 器 形 は坏 が ５０点 と最 も多 く、 これ に 続 い て 、 甕 ４１点 、 小 甕 １９点 、 皿 ９点 、 ミニ チ ュ ア土 器

８点 、 壺 ３点 、 鉢 ２点 、 堝 １点 とな っ て い る。 以 下 に 、分 類 を行 え た坏 と甕 （小 甕 を含 む）に つ

い て そ れ ら詳 細 を述 べ る。

（１） 坏

坏 に分 類 され た器 形 の もの は総 数 ５０点 、報 告 書 に実 測 図 を載 せ て い る。製 作 技 法 の 違 い か ら、

ロ ク ロ使 用 の もの （Ⅰ類 ）、 ロ ク ロ非 使 用 の もの （Ⅱ類 ）、 ロ ク ロ使 用 の 可 能 性 の高 い も の （Ⅲ

類 ） の ３類 に分 け られ た。 Ｉ類 は 、 ロ ク ロ成 形 後 に調 整 を加 え て い る もの （Ｉ ａ類 ） と、 ロ ク

ロ成 形 後 に調 整 を加 え な い も の （Ｉ ｂ類 ） に二 分 され る。

Ｉ ａ類

内面 を黒 色 処 理 し、ヘ ラ ミガ キ調 整 を施 して い る。底 部 に 回 転 糸 切 痕 が 観 察 さ れ 、 ３点 あ る。

Ｉ ｂ類

底 部 に は 回転 糸 切 痕 が観 察 さ れ る。 ４５点 あ り、 全 体 の ９０％ を 占 め る 。

Ⅱ類

巻 き上 げ成 形 後 、 内外 面 に ヘ ラ ナ デ、 底 部 に ヘ ラ ケ ズ リの 見 られ る も の １点 の み で あ る 。

Ⅲ類

内 外 面 と もヘ ラ ミガ キ が 施 さ れ 、 底 面 に まで 及 ん で い る。 ま た全 面 に黒 色 処 理 し て い る。 高

台付 坏 の １点 の み で あ る。

（２） 甕 （小 甕 を含 む ）

甕 に分 類 され た器 形 の も の は総 数 ６０点 報 告 書 に 実 測 図 を載 せ て い る。 この うち 、 ロ ク ロ使 用

の 確 認 さ れ た もの は ４点 の み で あ る。第 １１１図 は計 測 可 能 な１９点 の底 径 と器 高 、口径 と器 高 の 相

関 を示 した グ ラ フ で あ る。 この グ ラ フ に よ る と、 甕 の大 き さ に よ っ て ３つ の形 態 に分 類 で き る

こ とが 分 る。 そ の 分 類 基 準 は、 Ｋ Ｉ類 －器 高 が ２５ｃｍ以 上 の も の、 Ｋ Ⅱ類 －器 高 が １６～ ２２ｃｍの も

の 、 Ｋ Ⅲ 類 －器 高 が １５ｃｍ未 満 の もの で あ る。

Ｋ Ｉ類

１２点 確 認 し た。 器 高 を細 分 す る と、 ２５～ ２８ｃｍの もの が ４点 、 ３０～ ３４ｃｍの もの が ７点 、 ３５ｃｍ代

１点 で あ る。 調 整 は、 外 面 が ヨ コ ナ デ ・ヘ ラ ケ ズ リ、 内面 が ヨ コナ デ ・ナ デ の も の が ７点 、 外

面 が ヨ コナ デ ・ヘ ラ ケズ リ、 内 面 が ヨ コ ナ デ ・ヘ ラ ナ デ の もの が ３点 、 外 面 が ヨ コ ナ デ ・ヘ ラ

ナ デ、 内 面 が ヨ コナ デ ・ナ デ の もの が １点 、 外 面 が ロ ク ロ ・ヘ ラ ケ ズ リ、 内 面 が ロ ク ロ ・ヨ コ
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ナデ・ナデのものが１点である。これらのうち底面調整が砂底と確認できたものは７点、輪積

み痕の確認されたものは１点のみである。

 ＫⅡ類

 ３点確認した。調整は、外面がヨコナデ・ヘラケズリ、内面がヨコナデ・ナデのものが１点、

外面がヨコナデ・ナデ・ヘラケズリ、内面がヨコナデ・ナデのものが１点、外面がヨコナデ・

ヘラケズリ、内面がヨコナデ・ヘラケズリのものが１点である。砂底は２点認められた。

 ＫⅢ類

 ４点確認した。調整は、外面がヨコナデ・ヘラケズリ、内面がヨコナデ・ナデのものが３点、

外面がヨコナデ・ヘラケズリ、内面がナデのものが１点である。砂底は１点認められた。

 ３ 須恵器

 報告書に実測図を載せ得たものは13点のみで、土師器の同133点の10％しかない。器形は坏

５点、大甕４点、長頸壺３点、甕１点となっている。このうち、第９号住居跡から出土した完形

品の大甕は特筆に値するもので、第４号住居跡ピット３及び第６号土坑の各覆土から出土した

大甕片もこれに接合することができた。これら各遺構出土大甕片の３試料について蛍光Ｘ線分

析を依頼した結果、全て産地不明であることが分った。同分析によって、この他に遺構から出

土した須恵器片６点のうち、第６号土坑覆土出土の長頸壺胴部及び第６号溝跡覆土出土の長頸

壺口縁・頸部はともに五所川原窯群産であることが分った。他４点は産地不明である。なお、

Ｍ－31グリッドⅡ層出土の須恵器甕片１点については、小泊窯群産であった。 （伊藤昭雄）



第Ⅶ章 自然科学的分析

第 １節 出土火山灰の蛍光 Ｘ線分析

奈良教育大学教授 三辻 利一

１）はじめに

大陸性の花崗岩類 にはＫ、Ｒｂ量が多 く、海洋性の玄武岩 にはＣａ、Ｓｒ量が多い。このことは

前者にはカ リ長石が多 く、後者は斜長石に富むことを意味する。 そして、長石類は全火成岩を

構成する鉱物の過半数を占める。それほど長石類は主要な鉱物である。元素分析では鉱物種が

わかる訳ではないが、主成分元素 Ｋ、Ｃａは火成岩中の長石類に由来することは間違いない。火

山灰 も花崗岩類 も同じマグマか ら生 じる場合 はＫ、Ｃａの両因子からみた場合、同じ化学特性 を

もつ。さらに、微量元素 Ｒｂ、Ｓｒはそれぞれ、主成分元素 Ｋ、Ｃａと正の相関性をもつことが実

験データか ら確かめられている。この ことはＲｂはカ リ長石中にＫ とともに、また、Ｓｒは斜長

石中にＣａとともに共存することを示す。

現在、日本の各地で採取 される第四紀の火山灰は Ｃａ、Ｓｒ量が多 く、逆に、Ｋ、Ｒｂ量は少な

いという特徴 をもつ。白頭山火山灰のように、Ｋ、Ｒｂ量が多 く、Ｃａ、Ｓｒ量が少ない という化学

特性 をもつ火山灰はない。青森県下の平安時代の遺跡に堆積する火山灰の中に、この特性 をも

つ火山灰がしばしば出土するが、それはまぎれ もな く、白頭山火山灰そのものである。そして、

十和田 ａ火山灰 と組になって同 じ遺構に堆積 している場合には、必ず、上位火山灰が白頭山火

山灰であり、下位火山灰 は十和 田 ａ火山灰である。扶桑略記 によると、十和田 ａ火山灰は９１５年

と比定されるか ら、白頭山の大噴火 はそれ以後である。

白頭山火山灰 と十和田 ａ火山灰の化学特性は対照的であるので、蛍光 Ｘ線分析によって容易

に相互識別 される。

一方、青森県内にはこれまでに見つけられている須恵器窯は五所川原窯群 のみである。その

操業期間は１０世紀代 といわれる。 ところが、最近、五所川原窯群の須恵器 よりも、もう少し、

年代の古い須恵器が青森県内各地の遺跡のみな らず、北海道の遺跡か らも出土 している。そし

て、それらが どの地域か ら搬入されたのか という問題が注目されるようになってきた。筆者 も、

それらの須恵器試料を多数分析 したが、必ずしも、一ヶ所での製作品ではな く、い くつかの異

なる胎土をもつ須恵器がまざっていることがわかっている。そうす ると、改めて、これ ら県外

からの搬入品 とみ られる須恵器の年代を再確認する必要がある。その際、白頭山火山灰 と十和

－ １６７ －



－ 168 －

田ａ火山灰が鍵層として重要な役割を果たすことが期待されることになる。こうした観点から、

青森県内の平安時代の遺跡に堆積する火山灰の分析作業が進められている。

 本報告では、野尻（２）遺跡から出土した２点の火山灰試料の蛍光Ｘ線分析の結果について報

告する。

 ２）分析方法

 すべての試料は実験室に持ち帰ってのち、電気乾燥器の中で、150℃で数時間乾燥したのち、

粉砕した。粉末試料は15トンの圧力をかけてプレスし、内径20mm、厚さ３～５mmの錠剤試料を

作成し、蛍光Ｘ線分析を行った。

 波長分散型の全自動式蛍光Ｘ線分析装置（理学電気製3270型機）でＫ、Ca、Fe、Rb、Sr、Na

の４元素が定量分析された。標準試料には岩石標準試料JG－１を使用した。分析値はJG－１

による標準化値で表示された。

 ３）分析結果

 分析結果は第４表にまとめられている。すべての分析値は標準試料として使用した岩石標準

試料JG－１による標準化値で示されている。

 結果をわかり易く説明するため、いくつかの分布図を作成した。第112図にはRb－Sr分布図

を示す。この図には白頭山領域を示してあるが、これまでの多数の火山灰試料の分析データを

包含するようにして白頭山領域を描いてある。この領域は十和田ａ火山灰の領域とは全く異な

る。そうすると、No.１、２の２点の火山灰試料はともに、白頭山領域に分布した。

 第113図にはＫ－Ca分布図を示してある。この図でも、２点の試料は白頭山領域に分布する

ことがわかる。

 最近ではFe因子も、白頭山領域と十和田ａ領域では異ることがわかってきた。白頭山火山灰

にはFe量がやや多く、黄色味をおびる。２点の火山灰はFe因子でも白頭山領域に分布するこ

とが予想される。第114図にはFe因子を比較してあるが、予想どおり、２点とも白頭山領域に

分布することがわかる。

 この結果、２点の火山灰は十和田ａ火山灰とは考えられず、白頭山火山灰と推定された。
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第 ２節 出土須恵器の蛍光 Ｘ線分析

奈良教育大学教授 三辻 利一

１）はじめに

青森県内の遺跡か ら、 ５～ ６世紀代の須恵器が出土 した という報告はほとん どない。 ７世紀

代 とみられる須恵器 は八戸市の阿光坊古墳群などか ら出土している。勿論、県外からの搬入品

であるが、筆者の分析データから関東の南比企地域および、東海の湖西地域が産地の有力候補

に上 げられている。 この時期に福島県相馬郡の善光寺窯が操業 していたが、ここの製品の胎土

とは一致 しなかった。未だ、東北地方では本格的な須恵器生産に入っていない時期である。

８世紀代に入ると、隣接する秋田県内では小規模な須恵器生産が県内の数 ヶ所で も行われた。

当然、東北地方の各県（青森県を除 く）でも、小規模な須恵器生産が行われた。

９世紀代に入ると、福島県会津若松市の大戸窯群で大規模 な須恵器生産が行われ、その結果、

長頸瓶、短頸瓶などは東北地方最大の国衙である宮城県の多賀城、および、その周辺の遺跡へ

も供給されたことが確認されている。奇妙なことに、大戸窯群の製品 は東北地方の日本海側の

遺跡や青森県、北海道の遺跡 にも検出されていない。

１０世紀代 に入って、青森県内では五所川原窯群で本格的な須恵器生産 に入る。五所川原窯群

は本邦、最北端の須恵器窯群である。 この窯群が本格的に操業 に入ると、津軽、下北両半島を

含む青森県全域、および、秋田県北部地域の遺跡か ら、五所川原窯群産の須恵器が検出される。

さらに、北海道全域の遺跡からも検出され、五所川原窯群の工人集団を掌握する豪族の活発な

活動状況 を示唆する。

東北地方北部地域や北海道の遺跡出土須恵器の胎土分析が進むにつれて、興味深い事実が出

て来た。北海道の遺跡から出土す る須恵器 は必ず しも、五所川原窯群の製品 とは限らなかった

のである。異なる化学特性 をもつ須恵器が小樽、札幌、旭川各市の遺跡か ら次々に出土 してき

たのである。 この様相は北海道だけに留まらなかった。青森県内の遺跡か らも、続々 と非五所

川原窯群の化学特性 をもつ須恵器が出土す ることが蛍光 Ｘ線分析による胎土分析によって示さ

れてきた。最近では五所川原市内の遺跡からも出土 している。

このように、五所川原窯群産の須恵器 と非五所川原窯系の須恵器が、北海道、東北地方北部

地域の遺跡か ら次々に出土 して きた段階で、果 して、これ らの須恵器が同時期のものなのであ

るか どうかが問題 となって来た。一説には、共伴 して出土する土師器などか ら、非五所川原窯

系の須恵器の方が少 し古い ともいわれている。そして、外部地域か ら青森県内の遺跡に供給 さ
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れた須恵器は一体、何処から搬入 されたものなのか、その産地問題が重要な考古学上の問題 と

して浮上 してきた。産地が １個所であるか どうか も問題である。筆者 の分析データをみる限 り、

須恵器胎土の化学特性 は単純で はな く、何種類かの胎土が含 まれており、複数の産地から搬入

されたことはほぼ間違いない。そして、大 まかな推察か らはこれ ら搬入品の産地 は東北地方か

ら北陸地方へかけての 日本海側にあるとみられている。大 まかな推察 といったのは、 これら日

本海沿岸地域の母集団 （窯群）の整理が十分ではないからである。窯群出土須恵器の化学特性 と

その操業時期についてのデータが整備されると、 これら搬入須恵器の産地問題は解決され るも

の とみられる。

上述 したような東北地方北部地域の須恵器の伝播 ・流通の概観 を背景 にして、野尻（２）遺跡

から出土 した須恵器の蛍光 Ｘ線分析の結果について報告する。

２）分析方法

従来通 り、須恵器表面 を研磨 して、灰釉等の付着物 を除去 したのち、１００メッシュ以下に粉砕

した。粉末試料は塩化 ビニール製 リン５を枠にして、１３トンの圧力でプレスし、内径２０ｍｍ、厚

さ ３～ ５ｍｍの錠剤試料 を作成 した。錠剤試料 は試料ホールダーに固定 し、全 自動式の波長分散

型の蛍光 Ｘ線分析装置で分析 した。本装置には４８個の試料が同時にマウントで きる自動試料交

換器が連結 されている。４８試料のうち、１個 は必ず岩石標準試料 ＪＧ― １である。ＪＧ― １は標準

試料 としての役割をもつ とともに、定常状態で分析作業が進行 しているか どうかをチェックす

るモニターの役割 ももっている。本装置 はきわめて安定性がよ く、年間を通 して、変動係数は

どの元素 （Ｎａ、Ｋ、Ｃａ、Ｆｅ、Ｒｂ、Ｓｒ）についても１％以下であった。

３）分析結果

分析値は第 ５表にまとめ られている。判別分析、クラスター分析などの多変量解析 を行うた

め、データを取扱い易いように、ＪＧ― １による標準化値で表示 した。

はじめに、何種類の胎土の須恵器が混ざっているかをみるため、 クラスター分析を行った。

Ｋ、Ｃａ、Ｒｂ、Ｓｒの ４因子 を使って群平均法でクラスター分析 した結果 を第１１５図に示す。 ４因

子を使 う理由がある。 これら４因子は火成岩中で は主 として、長石類に含まれている。Ｋ、Ｃａ

は主成分元素であ り、Ｒｂ、Ｓｒは微量元素であるが、ＲｂはＫ と、ＳｒはＣａとそれぞれ、正の相

関性をもつ ことが確認されている。したがって、花崗岩類な どの火成岩中にはＫ、Ｒｂは主 とし

てカリ長石中に、また、Ｃａ、Ｓｒは斜長石中に含 まれる。このことか ら、須恵器の素材粘土中の

これ ら４元素 は母岩の長石類か ら由来 したもの と考 えられる。全国各地の窯跡出土須恵器の分

析データか ら、 これら４因子が有効 に地域差 を表わすことが立証 された。
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これに対 して、Ｆｅ因子 は母岩中の雲母、角閃石、輝石などに含有されている。Ｓｉと同様、複

数の鉱物中に共通 に含 まれる元素 はあまり有効 に地域差を表示 しない。Ｆｅ因子 はＫ、Ｃａ、Ｒｂ、

Ｓｒの長石系因子ほど有効に地域差 を表示 しないが、五所川原窯群の須恵器のように、Ｆｅ因子が

特徴を示す場合 もある。長石系 ４因子が有効 に地域差 を表示するのは、多分、 日本列島の地質

的生因に関係があるものと思われる。つまり、日本列島はアジア大陸の東端にあり、その東縁

では太平洋プレー ト、フィリピンプレー トが地下深 く潜 り込む。大陸を構成する花崗 岩類には

カ リ長石が多 く、他方、プレー トの玄武岩は斜長石に富む。カリウムに富む大陸的な岩石 とカ

ルシウムに富む海洋的な岩石がぶつか り合 う日本列島の地下構造が、そして、それを母岩 とし

て形成される粘土 を素材 として使った須恵器の化学特性 に反映 されているのである。白頭山火

山灰 と十和田 ａ火山灰にみ られる化学特性の対照性 も同 じ原因に起因するものと思われる。

地球上ではほとんどの元素 は単独の元素状態では存在 しない。他の元素 と結合 し、より安定

な化合物 （鉱物） として存在する。筆者は鉱物 ごとに分 けて、多変量解析 をしてみようと考え

ているので、クラスター分析では雲母、角閃石な どの鉄化合物 をはず して、長石類中の元素の

みを使用 したのである。

第１１５図をみると、Ａ群 （Ｎｏｌ、 ２、 ４、 ６、 ８、１０）、Ｂ群 （Ｎｏ．７、 ９、１２）、Ｃ群 （Ｎｏ３、

５、１１）の ３群 に分類できることがわかる。この分類が妥当であることは第１１６図の Ｒｂ―Ｓｒ分

布図でわかる。Ａ、Ｂ群 はそれぞれ、よくまとまっているが、Ｃ群の ３点 は大 きくばらついてお

り、同じＣ群に分類 されたものの、Ｎｏ．３、 ５、１１は同じ産地の製品であるかどうかはわか らな

い。少な くとも、第１ｌ５図で は３群 に分類で きるという意味であり、Ｃ群がさらに細分比 される

可能性はある。

さて、 ここで、 これら１２点の須恵器の産地 を推定す るため、代表的な ３つの母集団からのマ

ハ ラノビスの汎距離 を計算 してみた。 ３つの母集団 とは新潟県佐渡 の小泊窯群、秋田県の竹原

窯群、そして、地元、五所川原窯群である。通常、Ｋ、Ｃａ、Ｒｂ、Ｓｒの４因子 を使って判別分析

を行 うが、五所川原窯群の製品にはＦｅがきわだって多いという特徴があるので、微量元素のＳｒ

に代わって Ｆｅ因子 を使用 した。計算結果は第 ６表にまとめられている。

４因子で、母集団の試料数が５０点程度の とき、Ｈｏｔｅｌｌｉｎｇの Ｔ２検定をかけると、マハラノビ

スの汎距離の二乗値が１０以下で帰属条件 を満足する。 この結果を適用すると、Ｎｏ７、 ９の ２点

は五所川原群産、Ｎｏ．１２は小泊群産 と判定 される以外はすべて、産地不明 となる。

そこで、確認のため、第１１７図にはＦｅ因子を比較 してある。Ｎｏ７、 ９の ２点は明 らかに五所

川原領域に分布することがわかる。第１１６図の Ｒｂ－Ｓｒ分布図ではＮｏ７、９のみならず、Ｎｏ．３、

１２も五所川原領域に分布 したが、後者の ２点 は第１１７図のＦｅ因子では明 らかに五所川原領域 を

ずれることがわかる。
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なお、Ｎｏ１、２、 ４、６、８、１０はＡ群 に属 してお り、Ｒｂ―Ｓｒ分布図で もよくまとまって分

布 しているが、他の全因子で も類似 していることは第 ５表か ら読 みとれる。すなわち、これ ら

６点の須恵器は同一産地の製品である可能性が高い。 さらに、Ｆｅの含有量や、Ｒｂ―Ｓｒ分布図

での分布位置か ら、東北地方太平洋側の産物である可能性 をもつ。秋田県産の須恵器にはＦｅ量

が少な く、Ｒｂ量はもう少 し多いので、秋田県産である可能性 は少ない。これに対 して、Ｋ、Ｒｂ

量が多いＮｏ３、 ５、１１の ３点 は太平洋岸側の産物である可能性 は少ない。 日本海沿岸側産 の須

恵器である可能性が高い。

蛍光 Ｘ線分析 による以上の結果 は、考古学的形式論 による分類結果 と比較すると、さらに興

味ある情報が引き出されるか もしれない。
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第 ３節 放射性炭素年代測定

学 習 院 大 学 教 授 木 越 邦 彦

１９９４年 ３月 ２６日

１９９３年 １２月 ２４日受 領 致 し ま した 試 料 につ いて の 年 代 測 定 の 結 果 を下 記 の通 り御 報 告 致 します 。

な お 年 代 値 の 算 出 に は１４Ｃ の半 減 期 と して ＬＩＢＢＹ の半 減 期 ５５７０年 を使 用 して い ます 。 ま た

付 記 し た 誤 差 は β 線 の 計 数 値 の 標 準 偏 差 σ に も とず い て 算 出 した 年 数 で 、標 準 偏 差 （ＯＮＥ

ＳＩＧＭ Ａ）に相 当 す る年 代 で す 。また 試 料 の β 線 計 数 率 と 自然 計 数 率 の差 が ２ σ以 下 の と きは 、

３ σ に相 当 す る年 代 を下 限 の年 代 値 （Ｂ．Ｐ．）と して 表 示 して あ り ます 。 ま た 、試 料 の β線 計 数 率

と現 在 の標 準 炭 素 （Ｍ ＯＤＥＲＮ ＳＴＡＮＤＡＲＤ ＣＡＲＢＯＮ）につ いて の計 数 率 との差 が ２ σ以 下 の

と き に は、 Ｍ ｏｄｅｒｎ と表 示 し、 δ１４Ｃ％ を付 記 して あ り ます 。

記

Ｃｏｄｅ Ｎｏ． 試 料 年 代 （１９５０年 よ りの 年 数 ）

ＧａＫ― １７７４３ 木 炭 ｆｒｏｍ 野 尻 （２）遺 跡 １５１０±８０（ＡＤ ．４４０）

Ｎｏ．１ 第 ３号 住 居 跡 カ マ ド左 脇 ピ ッ ト １覆 土 か ら採 取

確 認 面 か ら約 ５０ｃｍ下 部 （床 面 か ら約 ４０ｃｍ下 部 ）

ＧａＫ― １７７４４ 木 炭 ｆｒｏｍ 野 尻 （２）遺 跡 １５１０±８０（Ａ．Ｄ．４４０）

Ｎｏ．２ 第 ９号 住 居 跡 カ マ ド燃 焼 部 直 上 か ら採 取 （Ｃ― ３６）

確 認 面 か ら約 ３０ｃｍ下 部

ＧａＫ― １７７４５ 木 炭 ｆｒｏｍ 野 尻 （２）遺 跡 １２５０±８０（Ａ．Ｄ．７００）

Ｎｏ．３ 第 １１号 住 居 跡 ピ ッ ト ３覆 土 か ら採 取

確 認 面 か ら約 ２０ｃｍ下 部

ＧａＫ― １７７４６ 木 炭 ｆｒｏｍ 野 尻 （２）遺 跡 ３０±７０（Ａ．Ｄ．１９２０）

Ｎｏ．４ 第 ３１号 土 坑 底 面 直 上 か ら採 取

確 認 面 か ら約 ２４ｃｍ下 部
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第 ４節 出土鉄器の金属学的解析

岩手県立博物館主任専門学芸調査員 赤沼 英男

青森県浪岡町に立地する野尻 （２）遺跡か らは、土器 を始めとする関連出土品によって、 ９世

紀後半に比定可能な住居跡が検出されている。 ちょうどこの頃、鰺 ヶ沢町の杢沢遺跡 にみられ

るように、岩木山麓一帯に炉跡を伴 った鉄生産関連炉が出現するようになる（１）。このような鉄生

産関連炉の急増は、その周辺 に分布する住居跡内での鉄器 の利用 と密接な関連があるものと考

えることもできる。

このたび青森県埋蔵文化財調査センターの依頼 により、同遺跡か ら出土 した鉄器の金属学的

解析 を行 う機会に恵 まれた。

分析の結果、野尻 （２）遺跡内では、鉄鉱石を始発原料 として製造 された鋼 を素材 とする鉄器

が確認された。製品鉄器 として遺跡内にもたらされた可能性が高 く、鉄器の流通を検討するう

えで興味深い結果 といえる。以下では、上述の結果が導 き出された実験の過程を報告する。

１ 分析資料

分析 を行った資料は、 ９世紀後半 と推定される住居跡から出土 したＮｏ．１刀子およびＮｏ．３環状

鉄器の ２点である。資料の名称ならびに出土遺構 を第 ７表に、外観 を第１１８図に示す。

２ 分析用試料の調製

分析 には、保存処理の際に採取することがで きた微小な錆試料片を用いた。試料の採取にあ

たっては、資料の形状 を損ねることのないよう細心の注意を払 った。採取 した試料片を ２分 し、

小さい方の試料片については表層面 の土砂および錆層を除去 した後化学成分分析に、もう一方

についてはそのまま組織観察に供 した。

３ 分析方法

組織観察用試料 は樹脂に埋め込み、表面の垂直面 をで きるだけ浅 く削 り取った後、ダイヤモ

ンドペース トを用いて仕上 げ研磨 を行った。研磨の工程では試料中の化学成分の溶出を避 ける

ため、水を一切使用 しない方法をとった。研磨 した試料 は金属顕微鏡によるミクロ観察に供 し、

さらに地金に残存する非金属介在物の中で、地金の製造法を推定する上で重要 と判断されたも

のについては、エレク トロン ・プローブ ・マイクロアナライザー （ＥＰＭＡ）によりその組成 を
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決定 した。

化学分析用試料片 はメタノールで超音波洗浄 し乾燥 した後、王水 ・弗化水素酸 を使 って完全

に溶解 し、誘導結合プラズマ発光分光分析法 （ＩＣＰ―ＡＥＳ法）により各含有成分 を定量 した。

４ 分析結果な らびに考察

４‐１ 鉄器の化学成分

第 ８表は鉄器か ら採取 された試料片の化学成分分析値である。Ｎｏ．１刀子およびＮｏ．３環状鉄器

の Ｔ．Ｆｅは、それぞれ５９．６０、４３．８０％であ り、錆化が相当に進んだ試料が分析 に供されたことが

わかる。

上述の ２点の鉄器にはＰ分が、それぞれ０．１１２、１．３１％含有されている。錆化が進んだ試料の

ため、埋蔵環境からの富化の可能性 もあ り、検出された Ｐ分 を直ちにもとの健全な地金 に含有

されていたものとして扱 うことはできない。 このような場合、同 じ埋蔵環境下にあった他の遺

物 との化学成分上の対比を行 い、埋蔵環境下か らの富化の有無 を検討する必要があるが、同じ

遺構か ら出土した他の鉄器の分析値がないため困難である。 したがって、上述の ２点の鉄器か

ら検出された Ｐ分を、化学成分分析値で もって直ちにもとの健全な地金 に含有されていたもの

とみなす ことはで きない。

４―２ 鉄器か ら採取された試料片のマクロおよびミクロ組織

第１１９図は、Ｎｏ．１刀子、Ｎｏ．３環状鉄器か ら採取 した試料片のマクロ組織である。白色部は健全

なメタル、灰色部 は黒錆、暗灰色部は赤錆、黒色部 は亀裂および欠落孔に対応する。Ｎｏ．１刀子

の断面中央部には健全なメタルがみられるものの、その周辺は黒錆層 と赤錆層か らなる。Ｎｏ．３

環状鉄器 にいたっては試料のほとんどが赤錆層によって構成 されてお り、錆化が相当に進んで

いることがわか る。Ｎｏ．１刀子については、残存す るメタル部分を酸で腐食させることにより、

地金の炭素含有量 を推定することができるが、錆化の進行 と非金属介在物の喪失を考慮 して、

今回は見合わせた。 また、Ｎｏ．３環状鉄器 については、もとの健全な地金の状態 を推定できる組

織 を見出すことができなかった。

４―３ 鉄器か ら採取 した試料片に見出された非金属介在物組成

第１２０図はＮｏ．１刀子か ら採取 した試料片に見出された非金属介在物 のＥＰＭＡ による２次電子

像 と反射電子像、ならびに定性分析結果である。介在物 は、ＦｅＯ‐ＳｉＯ２‐Ａｌ２Ｏ３‐ＣａＯ‐Ｋ２Ｏ‐Ｎａ２Ｏ‐

Ｐ２Ｏ５‐ＭｇＯ‐ＴｉＯ２‐ＳＯ３系のガラス質珪酸塩 （Ｄ）か らなる。また、ガラス質珪酸塩には相当量の Ｐ

分が含有 されている。なお、Ｎｏ．３環状鉄器から採取 した試料片には非金属介在物 を見出すこと
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はで きなかった。

４‐４ 古代末および中世 における鋼の製造法

古代 ・中世の鋼の製造方法については未だに不明な点が多 く、幾つかの仮説が提示されてい

るが、それらを整理すると以下の ３つの段階に区分することができる。

ア 原料鉱石 （砂鉄 もしくは鉄鉱石）か ら鉄分を抽出する段階

イ アで抽出 された鉄分 を精製 し目的 とする鋼を製造する段階

ウ イで製造された鋼から鉄器を製作す る段階

以下ではアを製錬、イを精錬、ウを小鍛冶 と呼ぶ ことにす る。

アの製錬 によって得 られる鉄塊は鋼塊 と銑鉄塊の ２つである。前者の鋼塊はそのままウの小

鍛冶によって目的 とする最終製品へと加工 される。後者の銑鉄塊 は、溶解し鋳型 に注ぎ込むこ

とによって鋳造鉄器 となる。また、銑鉄中の炭素分を低減させ る、すなわち脱炭することによっ

て鋼を製造することもで きる。上述 を整理すると第１２１図のごとくになる。

これ まで古代 ・中世 の鉄生産関連遺構 の発掘調査によって、炉跡 とともに流状滓 を含む相当

量の鉄滓 、鉄塊が検出され、さらに炉周辺に利用可能な原料鉱石 （砂鉄かもしくは鉄鉱石）と

木炭資源が存在すれば、その炉は一応製錬炉 とみなされて きた。 しか し、北沢遺跡の例にみら

れるように、炉跡が確認されてもその炉は製錬炉ではな く、銑鉄 を素材 とし脱炭材 として砂鉄

を使用する精錬炉である可能性 の高いことが金属学的解析によって指摘 されている（２）。したがっ

て、鉄滓 の化学組成 と鉱物組成のみを根拠 としての、あるいは炉の検出だけで もって直ちに遺

跡の性格を判定す ることは困難である。炉跡に伴って出土 した鉄滓 と鉄塊、および遺構内もし

くはその周辺か ら採取 され る原料鉱石の組成 を総合的に検討 し、併せて炉内反応の状況を推定

しなが ら慎重に遺跡の性格を判定 しなければならない。

４‐５ 鉄器の製作に使用 された地金の材質

非金属介在物組成から、Ｎｏ．１刀子 は鍛造鉄器であることが明 らかである。Ｎｏ．３環状鉄器につ

いては、 ミクロ組織観察に基づき鍛造および鋳造 の区別 をすることができないが、器形か らや

はり鍛造鉄器である可能性が高い。

鋼の製造過程において砂鉄が使用 された場合、砂鉄中のチタン化合物 は炉内の温度 と還元雰

囲気に応 じチタン分が濃縮 された化合物へ と変わ り、その一部が非金属介在物中に残 る。 した

がって、鉄器の非金属介在物中にチタン化合物が見出されれば、一応砂鉄の使用によって製造

された鋼（３）によって製作されたものとして扱 うことがで きる。

Ｎｏ．１刀子の非金属介在物にはチタン化合物が観察されないことから、鉄鉱石を始発原料 とし
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て製造 された鋼 を素材 としていたもの と判定 される。さらに、Ｎｏ．１刀子からはＰ分が０．１％強検

出されている。非金属介在物のガラス質珪酸塩中にもＰ分が相当量含有 されていることを考慮

すると、検出されたＰ分 はもともと地金の中に含 まれていた可能性が高い。始発原料は含 リン

の鉄鉱石が有力である。Ｎｏ．３環状鉄器については非金属介在物 を見出すことができなかったた

め、鋼の製造時に砂鉄が使用されたかどうかは不明である。ただし、 １％強の Ｐ分が含有 され

ていることから、鋼の製造に使用 された始発原料 として、含 リンの鉄鉱石を考 えることができ

る。

遺跡内にいたる経路 としては、製品 として持ち込 まれた、鉄素材、すなわち鋼か銑鉄の供給

を受 け遺跡内で製品鉄器へ と加工 された、原料鉱石か ら最終製品にいたるまで遺跡内で一貫生

産 された、 という３つの可能性が考えられる。 この点については、今後遺跡内およびその周辺

で検出された炉跡を含む鉄生産関連遺構か ら出土する、鉄塊、鉄滓 の金属学的解析結果 に基づ

き慎重に検討する必要があるが、これまでの東北地方北部で発見 された鉄生産関連炉および住

居跡か ら検出された鉄滓 の多 くにチタン化合物が認められるという事実を考慮すると、少なく

ともＮｏ．１刀子については製品レベルで持ち込 まれた可能性が高い。

５ まとめ

野尻（２）遺跡から出土 した鉄器の金属学的解析 を行った ところ、鉄鉱石を始発原料 として製

造 された鋼 をもとに製作された鉄器が確認された。製品 として持 ち込 まれた可能性が高い。今

後、他の同時代に比定される住居跡から出土 した鉄器の材質および形態 との比較検討を行 うこ

とにより、東北地方北部の平安期における鉄器の流通の実態 をより明確にすることがで きるで

あろう。
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